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  セス・リースについて


  セス・クック・リースはインディアナ州のウェストフィールドで一八五四年八月六日に生まれた。彼は一八七三年三月十七日に回心した。彼は一八七六年十二月にフルダ・ジョンソンと結婚した。彼女はしばしばフルダとも呼ばれ、ペンテコステの女預言者だった。彼女はまた説教者でもあった。彼女は一八九八年に亡くなった。セスは一八九九年にフリダ・ストロンバーグと再婚した。彼女はパウロ・リースの母である。彼女は一九五八年七月二十六日に亡くなった。セス・リースは元々はクエーカーであり、しばしば「地を揺るがす者」と宣伝されることもあった。彼が説教すると、野外集会の木立が揺らいだ。彼の息子のパウロ・リースは「戦う聖徒」という題名でセス・Ｃ・リースの伝記を書いた。セス・リースは一九三三年五月二十二日に亡くなった。


  



  亡くなったわれわれの大監督について


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十三巻―― 一九三三年六月二十二日 ――二十五号


  （注記： 以下の記事は特別記念号には全然間に合わなかったが、今出版することにする。われわれの亡くなった指導者の人となりに対するこのような麗しい正当な賛辞を読者はきっと楽しむにちがいない。長年、彼と親しく交際してきた人がこれを記したのである――編者。）


  キリストの勇敢な兵士たちの中でも、故人は最も勇敢で英雄的な兵士の一人であり、麗しい領域――そこで疲れた兵士たちは休息し、十字架の勝利は永遠に語り継がれる――に住むよう召された。彼は絶え間ない六十年の奉仕――それは最後まで類い希なる成功で彩られていた――の後、戦いに倒れた。肉体的に全く弱り果てて倒れた後、数ヶ月生きながらえたが、その後、輝かしいカリフォルニアの夜明けが夜の闇を押し戻して、麗しいシエラを越えて微笑み始めるように、彼の霊は土くれの住まいを何の苦闘の痕跡も残さずに抜け出して、帰郷の招きに、彼が大いに愛して最後まで従った隊長の点呼に応じたのだった。


  この瀕死の聖徒のベッドのそばに、愛されている者たちに囲まれて立ち、その激しい苦痛の表情を見た時、その苦痛は肉体を酷く苦しめるものだったのだが、その表情は安らかな安息に満ちたきわめて穏やかな平安の表情に変わっていった。その時われわれは、「これは死ではない。戴冠式であり、帰郷なのだ」と感じて述懐せざるをえなかった。われわれの心の中に、昔の愛唱歌の言葉が鳴り響き続けた、


  
    「この輝かしい戦いの中にあるあなたの聖徒らは、


    　たとえ死んでも勝利する。


    　彼らは遠くから勝利を仰ぎ見る、


    　信仰により勝利を引き寄せる。」
  


  筆者がセス・クック・リース師に初めて会ったのは三十年以上前のことだが、それから今に至るまで、われわれはこの偉大な人物をあらゆる種類の状況下で見てきた。また、彼が卓越した高い水準に達するのを見た。彼は人の子らの中でもきわめて非凡な者として際立っている。彼は確かに偉大な説教者だった。炎のような雄弁さで、溶けた黄金の大河のようにその心と口から注ぎ出される力強い真理の流れの力と影響の下に、ただの若者として座していたあの最初の日々をわれわれは決して忘れないだろう。数年前に始まった老年期も、彼のペースを落とすことはないように思われた。それどころか、全く彼独自の麗しい仕草で、白くなった髪に指を通し、その力と雄弁さでわれわれを驚かせたものだった。


  彼は実に、この土地や他の土地にもほとんど並び立つ者がいないほどの説教者だった。彼は偉大なクリスチャン戦士だった。戦いの煙を好んでいた。塹壕戦、辛く厳しい行軍、接近戦、深々と守りを固めた敵、これらのものがみな一丸となってこの人の内にあった最上のものを引き出した。彼の狙いに間違いはなかった。彼の弾丸のような言葉は人々の心を打った。悪に対する善のこれらすべての戦いで、彼のダマスカスの剣が閃き渡った。何度も何度も、勝利の絶頂に達しようとする途方もない苦闘の中で。すすり泣くおべっかつかい（後退者、日和見主義者）や、この鋭い刃がなぎ払う先に入り込んだ図々しい十字架の敵は痛い目にあった。この剣は祈りによって絶えず磨かれ、抑えきれない個人的確信によって研ぎ澄まされていたのである。


  彼は偉大な人だった。偏狭さや卑しさは決してなかった。彼は高潔で、品位に欠けるものに屈することができなかった。彼にとって聖潔とは、罪の世を否むことを意味した。いかなる妥協も、十字架なき宗教の安易な妥協も、この世に倣うことも、彼にとって重大な罪だった。明らかに間違っているものや疑わしいものを彼は全く容赦しなかった。彼はまがいものを忌み嫌った。彼は悪と悪党とを適切に分類しようとした。しかし、それ以外の人々を非難することを拒んだ。


  彼の誠実さは素晴らしかったので、銀行家たちにとって彼の言葉は頼りになるものだった。彼の言葉はまるで英国銀行の保証のように価値があった。彼には決してそうする必要はなかったが、かりに借金を返せなくなるくらいなら、その前に半分の食料で生活して激安の衣服を着ようとしただろう。われわれがこのような人を何年も見上げてきたこと、この人のゆえに神に無数の感謝をささげてきたことは、だから驚くべき事ではないだろうか？


  この六十年間聖潔運動の屋台骨を支えてきた人々が、早くも引退しつつある。今、妥協するくらいなら死を選ぶもう一人の偉人が逝った。このような人々の跡を継ぐのは誰か？この穴を埋めて全き救いの旗を高く掲げる屈強の若者の軍隊が必要な時である。学位やいわゆる頭脳に対する安易な信頼が目に余る状況である。今、一人また一人と去って行く、このような昔の戦士たちは、今のやわな時代が生み出す多くの人が一生かかって得るよりも多くの人を、一時間で得ていただろう。神がわれわれに人々を与えてくださいますように！逞しくて聖い人々を！――この道を歩んで、危機の時にしくじらない人々を。


  残っているわれわれの上に、強力な務めの外套が下りますように。そうすればわれわれも最後まで勝利のうちに自分の行路を終えられるし、太陽が沈まない常朝の国からの点呼に応えるべき時が来る時、静かに息を引き取れるのである。


  



  第一章 キリストの十字架


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十三巻―― 一九三三年一月五日 ―― 一号


 



  聖句：「しかし、私自身には、われわれの主イエス・キリストの十字架以外に、誇りとするものが断じてあってはならない。この方によって、この世は私に対して十字架につけられ、私もこの世に対して十字架につけられてしまったのである。」


 



  イギリスの海岸で最も危険な岬の一つでは、その岩だらけの海岸をよく襲う激しい嵐のせいで、無数の灯台が流されてきた。世界最高の天才が、持ちこたえる灯台を費用に糸目をつけずに建設するために雇われた。時間も金も惜しまなかった。長い年月の後、建物ができたという発表があった。その季節の最初の嵐は史上最も厳しく最も長い嵐になった。皆が不安がっているのが感じられた。大金と多くの人命が危険にさらされていた。だれもが感じて口にした疑問は、「この灯台はもちこたえられるのか？」だった。ひどい荒天が数日続いた後、嵐はゆっくりと弱まっていったが、濃い霧がその海岸全体を覆っていた。その暗闇を貫けるものは何もなかった。数千の人が集まって、霧の最初の晴れ間を大いにそわそわしながら待った。技術者や建設業者がしびれを切らしかけたまさにその時、突然、一瞬だけ晴れ間が生じて、すべて無事なことがわかった。たちまち叫び――大水の轟きのような大群衆の声――があがった、「灯台は立っているぞ！灯台は立っているそ！」。天気が晴れてから、大喜びの大祝典が開かれた。


  唸る風とひどい嵐が四千年続いて、人類の希望がすべて忘却の彼方に吹き飛ばされ、四百年の間いと高き世界からのメッセージや使者のないまま暗闇が絶えず深まっていったのだが、その後、考えうる最大の犠牲を払って「灯台」が建てられた。主イエス・キリストの十字架がエルサレムの都のすぐ外に立ったのである――キリストの十字架こそ唯一の道である。この十字架が今朝の私の御言葉の主題である。ただこれだけを、この御言葉の著者は誇りとした。この世が誇るものを何も持っていなかったわけではなく、キリストの十字架の光に照らして他のものをすべて糞土と見なしたのである。


  使徒パウロは大いなる知性の持ち主だった。その先天的能力は批判者たちを上回っていた。しかし、彼は自分の知的能力を軽視して、「私の資格は自分自身の何かによるものではなく、神による」と言うほどだった。彼の後天的能力と学問的教養は、彼のすべての敵を凌駕していた。しかし、彼は自分の肩書き――神学博士、法学博士、哲学博士――をすべてゴミ箱にやってしまった。「こんなものはキリストの王国の題材になりません。的外れで、重荷です。私はそれらを損失と見なします！」「実に、私はキリストを勝ち取るために、すべてを損失と見なします」。彼の雄弁さは非常にずば抜けていたので、邪悪な王たちや総督たちは王座の上で震えるほどであり、その中には説得されてクリスチャンになりかけた者もいた。しかし、彼の雄弁さはゴミの山に送られた。なぜなら、「私は卓越した話や知恵を携えてあなたたちのところに来たのではありません。私の話や宣べ伝えは人の知恵による魅惑的な言葉によるものではなく、御霊の現れにより力をもってなされたのです」と彼は述べているからである。だから、今日人々が誇ることを好んでいる少なくともこの三つのものを、パウロは糞土の山に送ったのである。


  多くの説教者は町のボロ収集人のようにゴミ溜めに行き、肩書きを拾い集め、全く合わない肩書きを身につけている。私は人が全然似合わない「既成の肩書き」を身につけているのを見るよりも、むしろ全然似合わない靴下やネクタイを身につけているのを見たい。もう一度この偉大な人の、「しかし、私自身には、われわれの主イエス・キリストの十字架以外に、誇りとするものが断じてあってはならない」という言葉を聞け。


  十字架を見る時、そこに何が示されているのかわかるだろうか？そこに私は罪を対処する神を見る。そこで私は神が罪をどう思っておられるのかを知る。十字架の光の中でのみ、罪の罪深さが表れる。十字架において、神が個々の事柄をどう思っておられるのかが示されていることがわかる。学識ある博士たちが何を思い、何を言っても私には関係ない。十字架において、私は傷とあざと打ち身でいっぱいの人を見る。ここに私はその人の絶望的状況と無力さを見る。


  また、十字架において、神の諸々の属性の調和が見事に示されていることがわかる――すなわち、愛である。ああ、この愛はその明るさで数百万の人々を魅了したので、とうとう彼らは自分の血で証しに印を押したのである。


  愛――この愛は勝利して、私がその価値を悟るにつれて、この古い世界から引き離す。そびえる山々、逆巻く川々、焼け付くような太陽、青い深海に向かうこともあるかもしれないが、愛の発露を見たい場合、私は十字架に向かわなければならない。


  知恵――この知恵は悪魔どもを困惑させ、御使いたちを驚かせることがわかる――この知恵は反対者たちの口を封じる。この知恵は学問の府では学べないし、最も教養のある人や地上の学者も知らない。


  力――そう、力である。創造して維持する力だけでなく、反対をすべて打ち破って征服する力である。描写不可能な力である――この世と肉と悪魔を征服する力である。あなたの同意によりあなたの中にある力であり、この世にいるあの者よりも大いなる力である。あなたの敵の総力を上回る力である！


  聖潔――この聖潔は罪を宇宙の最果てまで撃退する――この聖潔は罪に対する神の嫌悪をきわめて強烈に示す。小さな罪に執着しようとする話や思い、また、口ではキリストを愛すると言いながら毎日小さな罪を犯すことは、きわめて非合理的であり、愚の極みである。十字架はこの道徳的宇宙のどこにも罪の存在を許さない。罪は去らなければならない。最果ての境に達するまで、あるいは、地獄の後壁に達するまで、進むのを止めてはならないのである。


  恵み――私は恵みを見る。この恵みは罪人をまさに神の御前に置く。然り、いと高き方の懐に置く――この恵みは罪を永遠に取り除き、罪人を天の中心に置く。これらの属性は他のどこにも見つからない。この偉大な著者が十字架を誇ってはならない理由があるだろうか？


  少しの間、彼とわれわれが十字架を誇るべき理由に注目しようではないか。われわれが十字架を誇るべきなのは、十字架は罪人が平和を得る基礎であり、義と真の聖潔の基礎であり、天から地への唯一の道であり、故郷に導いてくれる唯一の道だからである。十字架はまた、神に対する罪人の関係の基礎である――神との交わりや交流の基礎である。唯一の道である十字架によってのみ、われわれは御許に行くことができる。


  また、われわれが十字架を誇るのは、十字架は永遠にわたって神の愛の表現としてわれわれを引き寄せる一大中心になるからである。永続するものを誇るのは常に適切なことであり、近々訪れる火災の炎の中でたちまち灰燼に帰すものを誇るのは愚かなことである。その灯台が奉献された時から多くの激しい嵐がそのイギリスの海岸に押し寄せたが、灯台はいまだに立っている。荒れ狂う突風が様々な角度から吹いたが、その灯台はそれらすべてに持ちこたえて、数百万の海を行く人々のために導きの光を与えてきた。そのように、キリストの十字架は二千年間考えうるあらゆる角度から嵐に遭ってきたが、十字架とキリストは残っている――絶望的状況、無力さ、失望から、いと高き天の至高の謁見室へと高く高く至る、唯一の高速道路なのである。


  漆黒と暗闇の千年間の嵐の後、マルチン・ルターは雲の裂け目をとらえて、暗い鉱山から大聖堂と法王の所に行く道すがら、「キリストと十字架は立っているぞ！」と叫び続けた。


  この灯台に向かってドイツは百年間暴風を吹き付けたが、唯一の道である十字架とキリストは残っている。あわれな昔の、敗北したドイツ、フランス、スペイン、ロシアよ！彼らはできるかぎりのことをしたが、永遠の不名誉な敗北以外彼らには何も残されなかった。キリストの十字架は完全なまま立っている。アメリカの歴史が忘れ去られる時、星々は落ち、太陽はことごとく燃え尽きる時、天と地が過ぎ去る時、新しい天と贖われた地がその軌道に入る時、そして、もはや時はないことが宣言される時、唯一の道である十字架とキリストは宇宙の中心となり、永遠に栄光の冠を与えられるのである！


  



  第二章 イエス・キリストの良き兵士


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十三巻―― 一九三三年六月二十二日 ―― 二十五号

一九三一年九月三十日に、南部地区集会で、セス・Ｃ・リースによってなされた叙任式の説教


  



  二テモテ二・三「それゆえ、あなたはイエス・キリストの良き兵士として困難を耐え忍びなさい。」


  



  「兵士」という言葉は訓練と鍛錬、権威への服従を意味するだけでなく、難問、反対、困難、試練、征服をも意味する。それは荒野を通る長く退屈な行軍の形を取るかもしれない。要塞での重労働かもしれない。食糧不足かもしれない。辛い道を意味するかもしれない――しかし、この働きは安楽、贅沢、豊かさとは全く無縁である。


  この御言葉の著者は老兵だった。あなたも気づいているはずだが、彼は軍隊の言葉や絵図を度々用いる。それは、次のことをわれわれに印象づけるため、永遠に残る印象を与えるためである。すなわち、われわれの召しは何か本質的なもの、何か最も重要なものへの召しなのである。それで彼は「良い」「良い兵士」という言葉を、兵役忌避者、脱走兵、臆病者と対比的に用いているのである。


  良い兵士は決して不平を鳴らさない。どんな命令にも従わなければならない。良い兵士は、自分の個人的好みに関係なく、上官の権威を認める。


  あなたが今朝ここにいるのは、ピルグリム・ホーリネス教会のクリスチャン奉仕者の候補者としてである。われわれがあなたに与えるのは、一つの機会にすぎない。占領していない領域は広大である。兵士としての忠誠を証明する機会が欲しければ、われわれがその機会を与えることができると思う。しかし、結果を考えずに、安楽、快楽、豊かさが欲しければ、今やめることを勧める。


  いと高き神の僕として、私はあなたたちに言う。あなたは職業を選んだのではない。これは法律、医学、他のどんな職業とも似ていない。あなたは召されているはずであり、もしあなたがイエス・キリストの福音を宣べ伝えるよう神から召されているなら、あなたの奉仕によってそれが証明されるだろう。もしあなたの奉仕があなたの召しを実証できないなら、あなたの召しは偽物にちがいない。なぜなら、この聖戦の神はだれかを敗北に召すようなことを決してされないからである。備えは整っており、われわれが成功するのに十分である。ウェブスターが言うには、成功とは「事業の目的を立派に成し遂げること」である。


  あなたの事業の目的は、第一に、イエス・キリストによる神のメッセージを人々に伝えることである。これがすべてである。あなたは魂を勝ち取るよう召されている。「わたしに従いなさい。あなたたちを人をとる漁師にしてあげよう」。「恐れてはならない、今から後、あなたたちは人をすなどるようになる」。さて、一年中魚釣りをしても何もとれない、と決めつけてはならない。二十匹以上取るべきであり、百匹取るべきである。「今から後、あなたたちは人をすなどるようになる」。私はこの事実をあなたたちに印象づけたい。


  良い兵士は正装行列、軍服、見せ物以上のものに召されている。あなたたちは結果を出すよう召されている。奉仕の結果を間違いなく出すよう召されている。イエス・キリストはこの世、肉、悪魔を征服して、「あなたたちの中におられる方は、この世の中にいる者よりも偉大だからである」と宣言された。「わたしは決してあなたを離れず、あなたを見捨てない」と彼は宣言された。そして、この力は聖霊のバプテスマによって与えられる。あなたたちは、「私は聖書的な回心をして、その後、全く聖められて、説教するよう召されました」と言って、われわれのところに来る。もしこれに関して何か疑いがあったなら、われわれはあなたたちに按手しようとしなかっただろう。私はあなたたちに触れようとしなかっただろう。しかし、われわれは確信しているし、知っている。資源に関するかぎり、失敗の余地はない。あなたの指揮官の剣は、挫折した目的という墓の上に掲げられることはない。われわれが出て行くのは敗北するためではない。われわれはここでもどこでも勝算がある。「神以外の」多くの者たちがわれわれに反対するかもしれない。「この戦いはあなたたちの戦いではなく、神の戦いである」。神は撤退を命じたことは一度もない。敗北を被ったことは一度もない。もし神と歩調を合わせて進み続けるなら、あなたは膨大な余力を残しつつ、生ける勝利者、征服者となるだろう。


  私はあなたたちに道徳規範――あなたのクリスチャンとしての行動――について命じる。まず第一に、現世の問題について、借金を拒絶せよ――借金を拒絶せよ。借金しなければ、払うべき借金はないだろう。われわれの奉仕者の多くは、借金を抱えているせいで束縛されている。束縛されているだけでなく、狼狽している。「生きなければならない」と彼らは言う。これは間違いである。あなたは生きる必要はない。われわれは命を守っているのではないし、あなたに生きる必要はないことを承知している。飢えることは罪ではないことを承知している。飢えることは何も問題ではない。私はここにいる人たちのためだけに話しているのではない。その他の人にも聞いて欲しい。借金を払う方法がわからないと、あなたたちはそう考える言い訳をして、そのような思いの中に入ってしまう。「そうだ、私の家族は生きなければならない」。生きる必要はないのである。長生きする必要はないのである。イエスが来られないかぎり、彼らはすぐに死ぬだろう。われわれの言葉遣いの中に馬鹿げた表現がたくさん入り込んでしまっている。


  われわれはまっすぐ進まなければならない。自分の勘定を払わなければならない。一ドルに対して百セント払わなければならない。また、クリスチャンとしての品位を保つために、期日どおりに支払うか、申し分の無い手配をしなければならない。借金を抱えていて、債権者からの手紙に答えようとしない説教者たちをわれわれは知っている。「骨しゃぶり」を自称する人々を私は知っている。彼らはあまりにもしみったれた説教をして、骨をしゃぶるほどである。私の意見では、連中は殺す価値もない。私は彼らに私の骨をしゃぶってほしくない。借金してはならない。経済的困窮に陥ってはならない。天の株式会社以外のどんな株も買ってはならない。聖潔の人々は、財を築けそうな何か華々しいものを売り出して、膨大な浄財を浪費してきた。鉱山株で金儲けした多くの人々を私は知っている。われわれは投機してはならない。富むことを願って株や債権を扱ってはならない。この宇宙でわれわれを豊かにしてくれる唯一のものはキリストの富――「キリストの計り知れない富」――である。


  私はあなたたちに命じる。異性に対する振る舞い、異性の前での振る舞いに注意せよ。社交的でないと見なされる方がよっぽどましである。私はこれまで何度もそう言われてきた。私は社交的ではない。私は「人付き合いが上手」ではない。あなたたち兄弟たちよ、女性に触れてはならない。女性とあまり長く握手してはならない。既婚であれ未婚であれ、行儀良く振る舞うべきである。


  この地区はあなたたちを信任しようとしている。この信任は財産や金銭上の信任よりも大きな価値がある。財産や金銭上の信任を裏切る人にどんな罰が科せられるのか、あなたたちは良く知っている。この信任はさらに重大なものなので、罰も大きくならざるをえない。あなたたちがいつでもどこでも誠実であると、この地区は信用する。あなたの人生に法律的に正当な嫌疑がかかるほど、あなたがわれわれの信用を裏切ることがあれば、あなたは資格を返上するべきである。また、私に関するかぎり、福音を宣べ伝える者たちが自分に委ねられた信用を裏切るなら、彼らは資格を失うべきだし、私は彼らをこの世界に決して戻らせない。私は彼らを赦し、彼らを天に入れてくださるよう神に祈る。しかし、聖潔の旗をわざと塵の中で引きずって、不適切な振る舞いで聖なる教会の顔に泥を塗るようなどんな男女も、私は決して二度と信用しない。イエス・キリストの王国の権益に比べたら、個人的友情など私には無に等しい。最も大切な友情といえども、私にとっては一オンスの値打ちもない。持ちうる最も大切な関係――兄弟、姉妹、父、母も、イエス・キリストの王国についての私の関心と、あなたや私のために苦しんで死んでくださったキリストを敬う私の気持ちに比べたら、一オンスの値打ちもない。


  善良に行儀良く振る舞え。この人たちについては以上である。さて、私はあなたたちの残りの者に向かうことにする。この人たちと交わりを持つことになるはずの奉仕者たち、長くこの道を歩んできたと思われる奉仕者たちよ、この人たちに対するあなたたちの姿勢によって、この人たちの内に逞しい性格や忍耐力が育まれるのである。


  さて、平信徒たちよ、私はあなたたちに命じる。彼らに温かい手と熱烈な愛情を与えて、彼らに知らせよ。彼らが真っ直ぐ進んで清くあるかぎり、あなたたちは彼らの友であることを。また、彼らが倒れる時、彼らはあなたたちと共に倒れることを。一般的な諸々の原則に基づいて私はこれを言いたい。務めが適切に顧みられているかどうか注意することに、平信徒はもっと関心を抱くべきである。彼らがどんな目に遭うかはあまり大したことではないし、彼らは辛い目に遭うだろうが、あなたたちは彼らのために何かするべきである。そうするなら、花束は彼らを殺したりしないだろう。彼らが生きている間にそうすることの方が、彼らの棺の上に花を乗せて車をいっぱいにするよりも、彼らにはありがたいだろう。私は依然として信じているが、われわれは終わりの時代におり、イエスがいつ来られてもおかしくない。主の来臨を阻む、まだ成就されていない預言があるとは私は信じない。主を待ち望めと主は私に言われた。主が五年間来られないことを知っていたなら、私はその五年のあいだ主を待ち望まなかっただろう。しかし、主はいつ来られてもおかしくないと私は心から信じる。これは私を助けて常に主に対して正しくあらせてくれるだけでなく、試練の時の大きな救いである。何度も私は大きな悲しみの中で、あるいは厚い雲と暗闇の中で床についた。そして、眠りに落ちる寸前に言うことといえば、「多分主は今晩来られ、この問題は過ぎ去るだろう」だった。起きたとき主がおられなかったら、私は何と言っただろうか？「まあ、主は来られなかったが、昼までに来られるかもしれない」。これは状況をかなり楽にしてくれるので、「自分は百年、一時間、一ヶ月生きながらえる必要はない」とあなたは考えるようになる。あなたはただ次のことを確信する。すなわち、主は夜になる前に戻って来られるのであり、主が今日戻って来られるなら、明日のことを思い煩っても仕方ないのである。私は素晴らしい時を過ごしている。大騒ぎはしていないが、素晴らしい時を過ごしている。主が証人である。私が「夜歌っていること」を主はご存じである。


  



  第三章 王の便りを伝える使者たち


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十四巻―― 一九三四年十二月十三日 ―― 五十号


  
    「私はまた主の言われる声を聞いた、『わたしは誰を遣わそうか。誰がわれわれのために行くだろうか？』」
  


  この節で宇宙の神が求めておられるのは大使たち、絶望的なほど堕落して失われている世界に王の便りを喜んで伝える任命された使者たちである。こんなに偉大な素晴らしい御方が、ご自分の偉大な働きを助けてもらうために人にお願いするとは、たとえようもないほど奇妙なことである。奇妙ではあるが、神は身を低くして勧誘し、その嘆願の根拠を示される。神は世界の福音化を求めておられる。われわれは国外宣教や国内宣教について話すが、神は決してそうされない。神の福音は失われた世界のためなのである。


  第一に、神の最初の訴えは感謝の気持ちに訴えるものであることに注意せよ。われわれは感謝してしかるべきだし、福音がわれわれのためにしてくれたすべてのことのゆえに、深く感動してしかるべきである。この確かな根拠に基づく嘆願は、われわれを徹底的に刺し貫くべきである。兄弟よ、今日あなたが森の中にいない理由、裸の未開人、人肉を食らう食人族でない理由は何か？可能な唯一の答えは、パウロとバルナバがマケドニア人の招きを聞いて、はるばる太古のイギリスやドイツに行って、われわれの祖先たちが住んでいた新大陸にキリストの福音を植え付けてくれたことである。


  不信心なアメリカの旅行者、学識ある愚か者がフィジー諸島を訪問した。そして、現地の一人のクリスチャンと会話して、神を礼拝するために大勢集まる彼らの熱心さをからかった。彼は言った、「アメリカやヨーロッパでは、われわれはこんな時代遅れの教えを後にしました。そんなのは時代遅れです」。現地人はある岩を指さして言った、「あの岩が見えますか？その横にあるかまどが見えますか？あなたはご存じないのでしょうか？もし福音がなければ、われわれはとうの昔にあの岩の上であなたを殺し、あのかまどの中であなたを焼いていたでしょう」。これが福音がわれわれのためにしてくれたことである。今日、数千の人が、自分たちが飲んできたこの水路を、恩知らずにも足で汚しているのである。


  第二に、神の第二の訴えは人類に対する、苦しむ同胞たちに対するわれわれの愛に基づく。あまりにも文明化されているこの時代はそれを利他主義、他人を思いやる気持ちと呼ぶ。しかし、神はこれを愛と呼ばれる。これは福音の核心である。これは戦場の兵士、危険の中にある消防士、溺れている人を救う船員、歴史を築く男女を元気づける。もし人類に対する愛を少しでも持ち合わせているなら、コンゴのゴム商人のあわれな傷ついた被害者たちの訴えに感銘を受けるはずである。福音が彼らを救う唯一のものである。東洋の地のすさんだ子供たちや蔑まれている女性たちを思いやるべきである。希望の歌の代わりに悲しみの哀歌を歌って自分の赤ん坊を寝かしつける、ボリビアの哀れなインド人女性を思いやるべきである。


  第三に、福音は常識に訴えるものでなければならない。損得に関する商取引として、地上にこれに比肩する投資は他にない。ジョン・ワナメーカーは年をとってから異教世界を訪問し、「私は吐きそうになり、若い時にこれを知っていれば良かったのにと思った」と述べた。彼はこの旅で得た知識により、この古い世界の代わりに宣教の働きに投資するようになったのである。


  偉大な探検家であるヘンリー・スタンレーは、「宣教の成果は奇跡以外の何ものでもなかった」と言った。シャフツベリーのアールは、「アメリカ人の外国宣教の働きは比類ないものである」と言った。アルフレッド・ラッセル・ワレスは自由主義的思想を持つ科学者と見なされているが、「宣教士たちは南洋諸島での働きを大いに誇ることができる。四十年前この国は荒野だった。また、人々は裸で、自分の家を人骨で飾る野蛮人だった。だが今はまさしくエデンの園なのである」と述べた。


  第四に、福音は人の心の最も気高い願望に訴える。ウガンダのタッカー司教はハニントン司教に続いて殉教した貴人だが、この福音をもたらしてアフリカ人の心を変えた。野蛮な酋長のムワンガは、彼の忌まわしい情欲に応じない幼い少年たちを火あぶりにした。今日、その場所には世界で最も大きな教会の一つが立っており、五千人の回心者で混み合っている。また、その土地の全域で、数百の教会堂がクリスチャンで満たされている。あの暗黒の土地で、数万人のクリスチャンがわれわれの福音の歌を歌っているのである。


  タッカー司教はロンドンの芸術家で、彼が「荒廃」と名づけた一枚の絵を描いて有名になった。それは父無し子を引きずってロンドンの通りを行く、一人の哀れなロンドンの少女の絵だった。その顔は涙で腫れ、その光景全体は星も光もない夜よりも暗かった。しかし、この絵が協会に飾られて、彼の世界的名声が不動のものになった時、神は彼に語りかけて、「悲しみ苦しんでいる人たちを救うことの方が、それを画布の上に描くことよりも優っているのではないでしょうか」と尋ねられた。彼は神に立ち返り、最暗黒のロンドンに行って、この大都市のスラムに飛び込んだ。ハニントン司教の後任が募集された時、タッカーは「もしそこがロンドンよりも暗い所なら、私が行きます」と言った。


  第五に、この偉大な章が訴える訴えの中で最も強力な訴えは、われわれの前を進んで道を導いてくださる開拓者キリストの訴えである。あなたはスコットランドのある軍隊の物語を読んだことがあるだろう。連隊が動揺していた時のことである。その隊長はロバート・ブルースの心臓を収めた壺を取って、第一軍の遥か前方にそれを放った。敵軍の中にまで放ったのである。そして振り向いて叫んだ、「諸君、ブルースの心臓はあそこである。それは諸君の前に行った。彼を愛する者は続け」。その効果は目覚ましかった。全軍がこれに応じて敵に飛びかかり、ブルースの心臓を救って、戦いを勝利に導いたのである。


  それゆえ、イエスの心臓はわれわれの前を進んで、敵軍の中にある。あなたは彼を愛しているか？われわれはこの真実な心に従って行って勝利するか？あなたたちの数人の前で、イエスの心臓はスラムへと下って導いている。それはあなたたちの前で暗い異教国へと進んで行った。それはあなたたちの前でこの国のきわめて激しい戦いの前線へと進んで行った。そこでわれわれは高き所にある霊的悪と戦っている。それがこの国の聖潔の指導者たちを獲得することができるとは私は信じない（注）。ああ、愛する人よ、この前線に駆け参じてこの戦いに勝利しないなら、われわれは永遠の後悔と恥を被るだろう。


  
    編者注：　セス・リースのこの文章はいささか曖昧である。彼はこう言っているように思われる。イエスの心臓はこの霊的戦いのきわめて激しい前線に進むようクリスチャン兵士たちを召しているが、聖潔の指導者たちの中にはこの召しに応じようとする者がだれもいない――イエスの心臓は彼らを獲得できず、彼らをその所に導けなかったのである――もし本当なら、厳粛な訴えである。
  


  



  第四章 前進せよ――前進せよ！


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十五巻―― 一九三五年二月七日 ―― 五号


  



  ヨルダン川を渡って歌を歌うことと、叫んでエリコの壁を崩し、アイでアカンを石打ちにして殺し、前進して良き地をすべて獲得することとは、全く別の事柄である。ヨシュアがイスラエルに前進を命じた時、その土地はすでに制圧されていたと言える。南部諸族はベテホロンで征服され、北方諸王国はメロム川で打ち破られ、三十一人の王たちの首は刎ねられてその体は彼らの足下に横たわっていた。また、三十一の要塞を彼らはしっかりと掌握していた。しかし、所有すべきものがまだたくさんあったのである。また、自分に割り当てられた嗣業を獲得すべき個々の部族に関しては、彼らがあまりにもたるんでいたため、「あなたたちはいつまでくずぐずしていて、あなたたちの父である主なる神があなたたちに賜った土地を獲得しに行かないのか」とヨシュアは檄を飛ばさなければならなかった。


  キリスト教会はなんともたもたしていて、世界を福音化して全土を獲得することに無様にも失敗してきたことか。教会が外国の地で信仰を告白する三百万の回心者たちを得る間に、異教徒は二千万人増えているのである。教会が世界を救うのに、どれほど長くかかるのか？十九世紀もたったのに、世界の三分の二はキリストを知らず、十分の九は救われていないのである。


  個人的経験に関して、昔ながらの敬虔さと使徒的生活とに立ち返るには、獲得すべきものがたくさんあることは確かである。聖化は瞬時的なものであるだけでなく漸進的なものでもあることを、多くの人は忘れているようである。聖めを受けることや、生来の罪を粉砕されることは瞬時的であり、聖霊がその宮に臨まれるのは突然である。しかし、生活の中でその効果が現れるのは漸進的である。聖化は終わりではなく、勝利の生活の始まりにすぎない。前進して主の幸いな御旨を知るとき、あなたは豊かさと言いようのない富の無尽蔵の鉱山を見いだす。主はその癒しの力についてあなたに告げ、あなたを優しく導いて、主が望んでいるのはあなたに対してすべてのすべてとなることであることを見せてくださる。その後、あなたが主と甘い交わりをしている時、ある日のこと、主は地上に再び戻って来ることを、主はあなたにささやいてくださる。主は御計画を優しくあなたに開いてくださる。そして、あなたが信頼に足ることをご覧になる時、主はあなたを主の奥義に導いて、地上の知者たちが何も知らないことをあなたに示してくださる。主は書き記されていること以上にあなたを賢くするのではなく、あなたに聖書を解き明かしてくださる。それで、あなたは素晴らしいものを見いだすのである。


  主は艱難の中であなたに新しい喜びの泉を与えてくださる。主はあなたの力を新しくして「力から力へと」進ませてくださる。あなたの信仰は著しく成長し、あなたの愛は冷たくなる代わりに熱くなる。われわれの心は一瞬のうちに清くされるが、時がたつにつれて、われわれの命は主のかたちに同形化される。われわれは純粋で可愛いものを愛してきたが、主がわれわれに望んでおられるのは失われた愛なきものを愛することである。われわれは友人たちを愛してきたが、主がわれわれに望んでおられるのは敵を愛することである。また、われわれは多くの高遠な観念を抱いてきたが、主は思いを遥かに越えたものにわれわれを召しておられる。われわれの小さな貯水池はいっぱいだが、主はわれわれに土砂降りの雨を降らせてくださる。その雨はさらに大きな水路に押し寄せて、さらに水かさを増す。われわれは多くのものを持っているが、後にあるものを忘れ、前にあるものに向かって身を伸ばさなければならない。あなたは祝福の小さな圏内を往来して自分の霊的私有地を見渡してきたが、目を上げて「遥か彼方の地」を見るよう主はあなたに命じておられる。


  祝福の一つの頂に登ると、その向こうに次の頂が見えてくる。進み続けるなら、われわれはアクサの祝福に至る。アクサは結婚する時、父親のカレブに自分の正当な嗣業である南の土地だけでなく、上と下にある泉をも要求した。彼女の土地は南の地で焼け付く太陽の下にあり、燃えるような熱でしばしば干上がった。しかし、山々から冷たい爽やかな水が流れてきて、その土地を肥沃にしたのである。低地の泉が役に立たず、貯水池や湿地が干上がっても、彼女には上と下にある泉があり、その泉は決して枯れなかったのである。


  だから、われわれの地的喜びが役に立たず、地的資源は干上がり、この悲しみの低地の泉や貯水池がすべて役に立たなくても、われわれには依然として上なる泉がある。上から流れてくる喜びや祝福があり、酷暑の夏の間、悲しみと試みという荒れ果てた地にも流れるのである。状況がどうでも、われわれは常に上なる泉を見つけることができる。アブラハムはモリヤ山上でも上なる泉を見つけられた。モーセはメディアの山々で見いだした。ダビデはジクラグの廃墟で見いだした。ダビデは主にあって奮い立った。ハバククは、いちじくの木が役に立たなかった時、自分の泉を見いだした。彼は雲の彼方から飲み、とうとう歌えるようになった。詩篇作者は最も暗い日に上なる泉を見いだし、とうとう歌えるようになった。その歌を聞け、「一つの川がある。その流れは神の都を喜ばせる」。パウロとシラスは真夜中にピリピの牢獄の中でそれを見いだした。彼らが歌うと、牢獄の扉が開いた。ジョン・バニヤンはベッドフォードの牢獄でそれを見いだした。メアリー・ダイヤーはボストン公園でそれを見いだした。


  確かに、過去の業績に安んじるのは容易である。しかし、祝賀の冠は前進する者たちに与えられる。われわれは自分たちの古い測り縄をすべて越えて身を伸ばさなければならない。神のために最善のことを成し遂げた人々は、すべての境界線を突破したのである。アブラハムは神のために開拓した。ヨナはニネベへの最初の宣教士だった。アウグスチヌスはサクソン人の間で、オスカーはスウェーデンで、ルターは改革の働きにおいて、ミュラーは信仰において、フォックスは深い霊性において、ホィットフィールドは野外説教において、ウェスレーは歌において、カーレイは宣教において、ブースは大衆に関して傑出していた――この人々は昔ながらのワンパターンに安んじることができず、突破して、新しい広い水路を切り開いたのである。しかし、自己を否む宣教士の自己犠牲について、われわれは今日門外漢である。われわれが与えられるものに不足しているせいで他の人々は地獄への道に群がっているというのに、ここに座して安楽にしているどんな権利がわれわれにあるというのか？


  



  第五章 聖霊の力により


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十九巻―― 一九三九年二月十六日 ―― 七号


  
    「これを聞いた時、彼らは激怒して、使徒たちを殺す相談をした。」（使徒五・三三）
  


  キリストとその十字架のメッセージは罪人たちの心を刺し貫いて、しばしば彼らの内にいるすべての悪魔を呼び覚ます。第二の祝福の真っ直ぐな証しほど地獄の敵意を呼び覚ますものは何もない。御父の経綸の下では、人々は当時の現実に対する証しのゆえに迫害された。御子の経綸の下では、人々は神のキリストの当時の生ける現実に対する証しのゆえに迫害された。聖霊の経綸の下では、聖霊を受けたことを証しする時、人々は憎しみを受け、多くの迫害が起きる。


  ダニエルとヘブル人の若者たちは、モーセの律法を守って偶像を拝まなかったために迫害された。キリスト来臨後、モーセに従ったために迫害された人はだれもいない。ユダヤ人はモーセに対する自分たちの忠誠を誇り、モーセの経綸の慣習を変えようとしているとしてイエスを非難した。今の聖霊の経綸の下では、聖霊、聖潔、全き聖めについて何も言わなければ、キリストを告白してもあまり迫害はない。


  数々の教会組織の大きな集会や会議が、大都市で開かれる。彼らは石やれんがの破片で侮辱されたことのない者たちである。しかし、聖霊のバプテスマによって全く聖められたことを告白しようものなら、険悪な空気になって、地獄が吠え猛るのである。他方、都市の中には、集会の特別な組織名と共に「ようこそ！」という言葉が記された看板が飲み屋の扉にすら掲げられる所もある。今日も一世紀と同じである――義と真の聖潔ほど不敬虔な者が憎んで迫害するものは何もないのである。


  使徒たちが「主は聖霊を与えてくださった」と言った時、それは彼らの心を突き刺して、彼らは使徒たちを殺すことに決めた。律法の博士でありパリサイ人であるガマリエルは立ち上がって、少しのあいだ使徒たちに退出するよう命じた。それは、彼が人々に向かって話をするためだった。彼は、「あなたたちは自分のしようとしていることに注意しなさい」と言った。彼は人々に思い起こさせた。チューダが自分のことを偉人のように誇って、四百人が彼に従ったが、彼は殺され、彼に従った者たちもすべて滅んだことを。その後、ガリラヤのユダが立ち上がって多くの人々を引きつけたが、彼もまた自分に従った多くの者たちともども滅んでしまった。「もしこの働きが人からのものなら、無に帰すでしょう。しかし、もし神からのものなら、あなたたちはそれを打ち倒すことはできません」。この発言は深遠な真理である。しかし、キリストの福音は怒りを買っただけでなく、憎しみと迫害を受けたのである。この人が述べたことに人々が同意したかのように思われた後でさえ、彼らは大いにいきり立っていたため、使徒たちをたっぷりと鞭打たずに去らせることはできなかったのである。それから、「イエスの名によってこれ以上教えてはならない」と彼らは使徒たちに命じた。使徒たちは、御名のために辱めを受けるのに相応しい者と見なされたことを喜びつつ、議会の前を去った。「そして日毎に、宮で、またすべての家で、彼らは絶えずイエス・キリストについて教え、宣べ伝えた」。


  彼らは朝早くに宮の中に入った、と聖書は言う。アブラハムが自分の愛する息子をいけにえとしてささげるよう命じられた時、彼は早く起きて従った、とも述べている。教会に遅れてやって来るわれわれの中の何人か、キリストの事業に怠慢な者たちは、迅速な従順の益を完全には受けられない。自分の葬儀以外、決して時間を守らない人々もいる。従うのを遅らせることは、計り知れない損失を被ることである。あなたがもし悪魔と交渉するなら、悪魔はあなたの最善のものを取るだろう。聖霊はご自分があなたに命じたすべてのことをあなたが迅速に行うようにされる。


  あなたが洗濯用のたらいや台所の流しの所にいて、行って家族と一緒に祈ったり、ある個人とその人の魂について話すよう促されたら、すべてを放置して直ちに出かけよ。「これを得て、あれをしたら従います」と言ってはならない。まず祈れ、そうすれば働きは容易になる。義務を遅らせることは、不従順と同じくらい悪いことかもしれない。あなたの働きが神からのものなら、悪魔自身はそれを全く打ち倒せないことを覚えよ。悪魔は時々邪魔するかもしれない。サタンに妨げられたことをパウロは認めた。


  地獄の砲撃の衝撃に耐えてなおも最善の状態にあり、かつてなかったほど堅固な土台の上にある多くの教会や施設をわれわれは知っている。何度も私は、「主よ、これはあなたのものです。私のものではありません」と言った。もしそれが私のものだったなら、それはとうの昔に行き詰まっていただろう。しかしそれは主ご自身のものであり、神が植えられたものを完全に破壊できる装置を悪魔は持っていない。あなたが岩の上に定着する時、地獄の風が一斉に吹いてきて、呪いの波が一斉にあなたの上に押し寄せるかもしれない。しかし、その嵐の後あなたは立ち直って、静かに岩の上に居続けるのである。


  要するに、最も大事なのはわれわれが聖霊を受けること、今日受けることである！「あなたたちは聖霊を受けよ」。聖霊は決してあなたから去らず、あなたを見捨てない。聖霊は来て永遠にとどまってくださる。友人たちは来て去って行くかもしれない。地上の光景は変わるかもしれない。昔と同じものは何もないように思われるかもしれない。しかし、聖霊はとどまってくださる。聖霊がしくじることはありえないのである。


  



  第六章 御父の愛


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十九巻―― 一九三九年四月十三日 ―― 十五号


  
   「父がわたしを愛しておられるように、わたしもあなたたちを愛しました。わたしの愛の中にとどまりなさい。」（ヨハネ十五・九）
  


  北極の雪と北の荒海を乗り越えた最も偉大な探検家の一人であるナンセン氏が愛する妻に別れを告げた時、夫の船に名前をつけ終えたばかりの妻は、「さあ行ってください。神があなたを祝福してくださいますように。私はあなたを大いに愛しているからこそ、あなたを行かせるのです」と言った。何か月も過ぎた。ある日のこと、鳥のつつく音と羽ばたく音が窓辺に聞こえた。妻が窓を開けると、小さな鳩が飛び込んで来た。鳩は家に着いた嬉しさのあまり、妻の手の上でくつろいだ。妻はその翼の下に、無事を告げる夫からの便りが結ばれているのを見つけた。その小さな鳩は北極の広大な雪を横切って、この孤独な婦人に甘い知らせをもたらしたのである。その知らせは彼女の心に臨んだ――人間的観点から見て――かつてないほど甘美な知らせだった。


  まさに同じように、純白の天の鳩は広大な空間を横切り、うねりを上げる諸々の時代を突っ切って、今日、このメッセージを携えてわれわれのもとに来てくださった。先の御言葉はわれわれに対する愛の知らせだからである。


  個人的にこの知らせを鳩の翼からほどいて、それを自分の心に結びつけたらどうなるだろう？この御言葉の甘美な言葉が、あらゆる過酷な試練、試み、戦い、難局のときに、われわれと共にあるならどうなるだろう。苦難のどん底の中にある時、きわめて厳しい長引く試練の中にある時、この短い御言葉の内容を思い出すことを学べたらどうなるだろう？その愛は、状況の如何によらず、あなたの心を感動・興奮させるだろう。この知らせを聞いて、この愛を感じることができれば、われわれの敵が何を言い、どう思うかは些細な事である。


  これは素晴らしい知らせである。私がこれから自然に思うのは、イエスに対する神の愛である――御父は御子を愛しておられる。私はここでとても静かに歩まなければならない。永遠の諸々の神秘にまさに直面するからである。ここにわれわれは御父、御子、聖霊を見る。奇妙なことに一であり、さらに奇妙なことに三であって、愛情から発しうる最も真実で、最善で、純粋で、気高いすべてのものをもって、互いに愛し合っておられる。ここにわれわれは御父を見いだす。御父は御子を愛しておられ、「これはわたしの愛する子、わたしは彼を喜ぶ」という推薦の言葉を御子に賜った。これはみな説明不可能であって、理解不能なほど神聖であることを、われわれは知らなければならない。


  この愛は親族の愛であることに注意しなければならない。これは御子に対する御父の愛だった。何度も何度も新約聖書の中に、「これはわたしの愛する子である。（中略）彼に聞け」といった、御子に対する神の愛の表現が現れる。われわれの狭く限られた領域においてすら、家族関係、親子の間の愛はなんと甘美なことか。たとえ暗い影――過ち、誤解、勘違い――がわれわれの道に降りかかっても、それでも親族の愛情はなんと甘く麗しいことか。この強い愛情が人の胸を揺り動かす遥か昔に、御子に対する御父の愛は天の宮廷の中に隠されていたのである。花嫁が花婿を愛する遥か昔に、イエスは御父と聖霊に愛されていたのである。われわれには決して理解できない愛情をもって。


  次に気づいたのは、神は絶えず耳を傾けるような愛をもってイエスを愛しておられるということである――神は彼のすべての嘆願を聞いておられ、その叫びに答えられる。御父のイエスに対するこの愛は永遠の神聖なものであるため、御父はその愛するひとり子の叫びを常に聞く用意をしておられた。そして、御父が御子を愛されたように、イエスもわれわれを愛してくださった。だから、愛する仲間のクリスチャンよ、祈ろうとする時、絶えず耳を傾ける愛をもってイエスはあなたを愛しておられることを思い出せ。われわれの不幸話を聞こうとしない人々もいる。彼らはわれわれが来るのにうんざりである。しかし、イエスの愛はご自分の者の哀れな叫びに、至高の天の至高の知恵にしたがって、耳を傾けて答えてくれる愛である。彼は決してしくじらない。他の人々は眠り、無関心になり、ぐずぐずと不熱心になって、その同情を呼び覚ますことはできない。しかし、イエスはご自分の聖徒たちのすべての叫びに注意してくださる。


  こんなにも愛している御子の上に神ご自身が課せられた重圧に比べたら、われわれはなんと少ししか耐えられないことか。人類を贖うことは神や御子の側の義務ではなかった。力強く押し進む愛のエネルギーが、希望と救いの知らせと共にわれわれに届いた。その愛の性質と、その愛がいかに試練に耐えるのかを思え。御父と御子の間には罪や誤解の影は全くなかった。永続する友情はこの世ではとても希である――誤解や偽りのただ中でも持ちこたえる友情はとても希である。これからわかるように、われわれの心が彼に対して忠実であるかぎり、誤解や罪や無知によって決して損なわれることのない愛が、われわれと救い主との間に存在するのである。私には信頼に足る数人の友人がいる。私が不在の時に私のことで何を聞いても、彼らは常に同じままだった。何年も別々に過ごしたのち再会しても、気後れすることは無かったし、真の友人の間であっても時として忍び込むもやもやも無かった。イエスは常に同じである。あなたはきわめて悪意に満ちた計画的な人々によって嘘を言いふらされてきたかもしれないし、偽りを言われてきたかもしれない。しかし、あなたが恵みの御座で彼に会う時、彼は耳にしてきたことの影響を全く受けない。なぜなら、あなたの心は彼の心と一つになって脈打っているからである。


  聖徒が最大の戦いを戦おうとする時、イエスは一意専心に案じてくださる。イエスは私を大いに愛してくださっているので、私が戦いで傷つくことを許されたが、決して負けることを許されなかった。イエスはあなたを愛するあまり、あなたが安逸と快楽に耽ることを許されないかもしれない。時間の中においても永遠においても、もっと険しい道があなたにとって最善であることを、彼はわかっておられるからである。主を賛美せよ！生ける神の軍隊に属していることを私はどれほど喜んでいることか。いつの日か、天の高原でわれわれは精査されるだろう。その時、ぼろぼろの剣、ズタズタの旗、戦いの傷は、ウオール・ストリートの計り知れない富よりも価値を持つだろう。


  また、われわれはその愛の中にとどまらなければならないことがわかる。どうすればそうできるのか？私の理解では、これはまさにその愛の中に生き、その愛の影の下で生きることを意味する。住む所によってあなたの世界はガラッと変わるのである。


  ある人がＢ公爵に「あなたが拠って立つものは何ですか？」と尋ねた。公爵は「私の頭です」と言った。その意味は、自分の知性、自分の才能に信頼している、ということである。この路線で切り抜けることを見込んでいたのである。自分の頭に拠って立つ人々が大勢いる。しかし、人が自分の頭に拠って立つ時、その人が神の愛の中にとどまることはほとんど不可能である。愛とは心に影響を及ぼすものである。われわれは愛の中に生きなければならず、われわれの心を専ら愛に治めてもらわなければならない。ある人々は教義、信条の中に生きていて、自分が信じていることを絶えずあなたに告げる。奇妙に思うかもしれないが、聖書の探求や聖書の研究の中に生きている人々を私は見てきた。自分たちが御言葉の中に見いだしたものを話して、人をうんざりさせんばかりなほどである。しかし、彼らは十分な滋養を得ていないので、彼らが神や人類を少しでも愛しているとはだれも全く思わない。愛の中に生きないなら、自分の霊性を失ってしまうほど何かに占有されるおそれがある。黙想なき活動のせいで、多くの人々が死にかけている。何度も私は主に、「他の何ものかによって占有されるあまり、一人で黙想する時間、一人でいる時間、主の愛の中に生きる時間が取れなくなるようなことがありませんように」と求めてきた。あなたを邪魔するものを拒むことによって、また、あなたを助けてくれるものを努めて選ぶことによって、あなたはこれを実行することができる。


  神はあなたを愛しておられ、イエスもあなたを愛しておられる。彼はあなたを愛するあまり、あなたのために死なれたのである。この御言葉の意味は途方もない。あなたは試みを受け、おそらく不安になって、このメッセージを忘れるかもしれない。しかし、この鳩の翼の下に結ばれているこのささやかな知らせを思い出さなければならない。ある時、ビリー・ブレイが自分のジャガイモを掘っていると、悪魔が背後に歩み寄って来て、「ビリー、今回の神の仕打ちを見たかい。こんな小さなジャガイモをこれまで見たことがあるかい？」と言った。ビリーは言った、「お前は悪魔だな。お前に言いたいのだが、私がお前に仕えていた時はジャガイモを全然もらえなかった。引き下がれ」。小さなジャガイモしかとれないかもしれないが、もっと悪い可能性もあったのである。あなたは耐えるのが困難な時を過ごしているかもしれないが、状況はもっと悪かったかもしれないのである。


  ああ、邪魔するもの、がっかりさせるもの、われわれを意気阻喪させるものから遠ざかれるように、また、その愛の中に生き続ける地点に達することができるように、神がわれわれを助けてくださいますように。その愛は御父が御子を愛する愛であり、イエスがわれわれを愛する愛である。「父がわたしを愛しておられるように、わたしもあなたたちを愛しました。わたしの愛の中にとどまりなさい」。


  



  第七章 しかしキリストはすべてのすべてである


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 十九巻―― 一九三九年六月二十二日 ―― 二十五号


  



  コペンハーゲンのある大きな教会には、美しい白い大理石から彫られた大きなキリスト像がある。しかし、この像はスカンジナビア人の風貌を帯びており、ユダヤ人的風貌は見あたらない。ヨーロッパの一大美術館を訪れると、キリストの絵を描いたイタリアの芸術家たちはキリストをイタリア人にしたことに気がつく。ゲルマンの芸術家たちは彼にゲルマン人の風貌を帯びさせ、イギリスの彫刻家たちは彼を英国人にした。フランスのいくつかの美術館では、彼はフランス人にやや似ている。この共通の事実の根底には、キリストは万国民の救い主であるという原則がある。キリストはまさに万民が必要とする救い主である。「地の果てのすべての人よ、わたしを仰ぎ見て救われよ。なぜなら、わたしこそ神であって、他に神はいないからだ」。


  地から天に通じる道は一つだけであり、中に入る門は一つだけである。道は一つだけである――聖潔の道である。キリストは言われた、「わたしは道であり、真理であり、命です」「まことにまことにわたしはあなたたちに言う。羊の囲いに門からではなく他の道をよじ登って入る者は、盗人や強盗と同じです」。「わたしは門です。わたしを通って入る者はだれでも救われ、出入りして、牧場を見いだします」。「この方以外に救いはありません。それによってわれわれが救われるべき名は、天の下に他に何もないからです」。


  人の贖いに関する理念は常に同じである。救いの条件は変更不能である。どの土地でも、クリスチャン生活の基本倫理は同じである。「キリストはすべてのすべてです」。国が違えば神に至る道も違う、という印象を与えている人々もいる。しかしキリストは「わたしによらなければだれも御父のもとに来ることはできません」と宣言された。私は「インド人の道であるキリスト」や「あらゆる道のキリスト」について読んだが、クリスチャンの聖書を注意深く批判的に読むと、そこに見いだすのは唯一の道であるキリストだけである。階級区別や高度なカーストで知られているある国から戻った宣教士と話をしたとき、私は自分をクリスチャンと見なす隠れ信者たちのことを聞かされた。そのような信者たちについてさらに尋ねたところ、彼らが言うには、この人々はキリストを自分の信仰と心の中に受け入れたのだが、決して公にキリストを告白しないのだという。そのわけは、カーストを破るなら必ず降りかかる迫害を恐れているからである。クリスチャン信仰の基本によると、隠れ信者のようなものは存在しないし、少なくとも隠れクリスチャンのようなものは存在しない。「人は心に信じて義とされ、口で告白して救われるからです。彼を信じる者はだれであれ恥を受けることはありません。ユダヤ人とギリシャ人との差別はありません。同一の主が万民の主であって、彼を呼び求めるすべての人に対して豊かだからです」。アフリカ人の道であるキリスト、イタリア人の道であるキリスト、日本人の道であるキリストはありえない。ひとりのキリスト、一つの道、中に入る一つの道しかないのである。


  先に述べたように、キリストはまさに万民が必要とする救い主である。人類が一般的に必要としている第一のものは知恵であることに注意せよ。「何かを自分たちによると考える資格がわれわれにあるわけではありません。われわれの資格は神によります」。「知恵に欠けている人がいるなら、その人は神に求めなさい」。われわれが求める時、神の答えは御子である。わたしの御子を仰ぎ見て、その話に耳を傾け、その理念を理解せよ。そうすれば、あなたは真の理念を知るだろう。罪、救い、創造、天と地、あなた自身、あなたの由来、将来の可能性について、御子の教えを受けよ。父なる神、奥義中の奥義に関するキリストの考えを知れ。そうすれば、時間の中でも永遠の中でも持ちこたえる知恵――反対者の口を封じる知恵――を得るだろう。批評家の批判の的になった旧約聖書の節のうち、キリストがその上に油を塗って神聖な刻印を押さなかった節はほとんどない。


  二番目の必要はあわれみである。これは唯一の道である御霊の中にのみ見つかる。神は裁きに満ちているようにあわれみにも満ちておられる。しかし、その愛するひとり子のパースンによらなければ、決して人類にあわれみをお与えにならない。「キリストはすべてのすべてです」。キリストはわれわれの義である。キリストはあわれみを与えて、裁きを回避してくださる。あわれみにより、われわれを釈放してくださる。天の銀行でわれわれの信用を再確立して、ご自身がわれわれの保証になってくださる。


  唯一の道であるキリストは、彼ご自身のバプテスマ――聖霊のバプテスマ――によってわれわれを聖めてくださる。聖めは一つの経験であり、聖潔は道徳的状態であり、聖霊はパースンである。この経験によって、われわれは聖潔の状態の中に入る。これは神の働きであり、したがって瞬間的である。聖潔の状態は聖霊の持続的臨在によって永らえる。


  唯一の道であるキリストは、「わたしは道であり、真理であり、命です」と言われた。少しの間、「道」というこの言葉について考えて、この道を知ることがどれほど大事かを見ることにしよう。嵐の中で迷子になった人は、家に帰る道を見つけるためなら大金を払うだろう。間違った道を進んでいたことがわかった時、その人はどれほど怪訝に感じることか！海で航路がわからなくなった船の船員は、港への道を知るためなら持ち物全部を与えるだろう。山で迷子になったことに気づいた若者がいた。彼は自分が聖められていないことを思い出して、神が道を見つけるのを助けてくださるなら真っ先にこの恵みを求めることを神に同意した。一日後彼は救出され、翌日曜日にわれわれの祭壇に真っすぐ歩み寄って聖められた。キリストが強調して教えておられるように、彼は暗闇から光へ、地から天へ至る唯一の道である。


  また彼は、「わたしは命のパンです」と言われた。命がすべて、という時がよくある。ヨーロッパに向かうある裕福な家族が、ニューヨークのホテルに滞在して出航の時を待っていた。すると突然、その家族の母親がかがみ込んで絶命してしまった。命に欠けていたせいで、この旅は台無しになり、彼らの将来の希望はすべて吹き飛んだのである。


  パン――これはどれほど重要なことか！飢えている人にとって、パンはダイヤモンド以上に重要である。パンを求めるこの世の争いを考えて見よ。ニューヨークやロンドンの長いパン待ちの列を見よ。今日、中国の飢えた数百万の人々にとってパンはどれほど大切なことか！サンフランシスコに地震が起きて、火災がこの都市を滅ぼしかけた時、そこそこ裕福な私の個人的友人がそこのパレスホテルにいた。彼はシカゴに資産を持っていたが、二日二晩パンも水も一口も摂らず、枕するところもなかった。それで彼は喜んで極貧の人々と一緒にパン待ちの列にならんで、施し物から自分のなけなしの分をもらったのである。


  ある大きな船が沈んだ数日後、救命ボートに数人乗っているのが見つかった。六日間水が一滴もなかったので、彼らは水だけを叫び求めた。空は美しく、海は穏やかだった。周囲はことごとく素敵だったが、素晴らしくはなかった。水、水、が彼らの叫びだった。小さな雲が頭上に漂って来て、二、三滴の雨が降り始めた。彼らは舌を出して、できるものなら一滴だけでも受け止めようとした。彼らにとって水がすべてだった。キリストはすべてである。「わたしは命の水です」。数千の人々、実に数百万の人々が、この世という道なき熱砂の砂漠、寂しい荒野をとぼとぼと歩きつつ飢えている。しかし、命の泉であるキリスト、裂かれたとこよの岩から流れ出る流れが差し出されているのである。


  ある船員たちが水に渇いていた。遭難信号を発する相手に無線を合わせて通信したところ、水、水、という彼らの弱々しい返答が帰ってきた。彼らは水をすくうよう教わった。アマゾン川の河口にいたからである。新鮮な水の海で渇いているとは！多くの人が命の水を求めて滅びてしまうが、飲みさえすればそれを得られるのである。「だれでも望む者は自由に命の水を飲むがよい」。


  また、唯一の道であるキリストは良き羊飼いである。羊のために自分の命を与えた唯一の羊飼いである。なんという優しい顧みをもって、彼はご自分の羊を緑の牧場と水辺に導かれることか。導いているご自分の羊を絶えず思いやり、供給される――先だって行き、計画を立て、供給される。彼はすべてのすべてである。「神を愛する者たち、すなわち、御旨にしたがって召された者たちに対して、万事は共に働いて益となります」。彼が送られるすべてのものの中に彼がおられることを信じるのは比較的容易だが、起きることを彼が許されたすべてのものの中に彼がおられることを信じるのは比較的困難である。しかし、きわめて過酷できわめて不快な事ですら、われわれに対して最大の益になるのである。


  ある駅馬者の運転手がマイナス十五度のロッキー山脈を横断していた。乗客は母親とその子供だけだった。子供は命と活気に満ちていたが、母親は青ざめて痩せ細っていた。母親は病気ではなかったが、心配と労苦で消耗して弱っていた。運転手が馬車の中を覗くと、母親が寝ているのが見えた。それは死を意味することを運転手は知っていた。運転手は母親を激しく揺さぶって起こし、「寝てはいけません、さもないと二度と目がさめませんよ」と言った。しばらくして見ると、母親はまた寝ていた。運転手は馬車を止めた。そして、母親を何度も叩いてから冷たい外に引き出し、馬車を出発させた。母親は「ああ、私の赤ちゃん、私の赤ちゃん」と悲鳴を上げたが、運転手は馬車を駆り続け、母親は馬車の後を一マイル追いかけた。運転手が母親を中に入れた時、母親の血行は良くなっており、指示に従えるようになっていた。これは荒っぽくて不親切に思われるが、運転手の大きな親切心であって、母親の命を救ったのである。


  天の父がわれわれを起こすのにこのようなことが必要になる時がある。抜本的覚醒と大震撼を必要としない人は、われわれの中にほとんどいない。私の知り合いの中で最も聖徒らしい人の一人であるマーチン・ウェルス・ナップは、死に際に、「彼らを目覚めさせてくれ、彼らを目覚めさせてくれ」と最後に言い残した。この彼が見た地上の最後の幻で、彼は男も女も眠りながら地獄に向かっているのを見たのである。友よ、どこまでも進んで行って男たちや女たちを目覚めさせ、彼らに唯一の道であるキリストを提示しようではないか。


  



  第八章 中心たる十字架を見ること


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 二十一巻―― 一九四一年三月二十七日 ―― 十三号


  
    「そして、民衆は立って見ていた。」（ルカ二三・三五）
  


  十字架のこの不可解な悲劇――悲劇中の悲劇――を目撃した人々の間には、きわめて多彩な感覚があったにちがいない。この悲劇は壮大な世界中の出来事をすべて色あせさせてしまった。このような奇妙なしるしを伴うこの奇妙な行動は、その場に居合わせた者たちに多様な影響を及ぼしたにちがいない。


  そこには、心が鋼鉄で良心が焼け焦げている人々がいた。救い主の体に釘を打ちつけたこのローマの兵士たちは、強奪品以外何も顧みず、そのためにくじを引いた。


  首長たちは悪魔のような残忍さで、自分たちの餌食の苦悩をあざ笑っていたにちがいない。復讐してやったと思っていたからである。


  遠く離れて立ち、自分の主の十字架刑を目撃した時、どれほど奇妙な感情がペテロの胸に渦巻いていたことか！どんな犠牲を払っても、できるものなら自分が主の心に突き刺さった矢を引き抜きたい、と思ったであろうことは想像に難くない。


  次に私が思うのは百卒長のことである。地が揺れ始め、岩が汚れた裏面をさらし、救い主が死なれるあいだ太陽が輝くのをやめた時、百卒長は感動のあまり、「まことにこの方は神の御子だった」と叫んだ。


  忠実で、愛に満ちた、落胆している女たちのことを考えてみよ。自分たちが信頼を寄せていたこの御方の無力な苦悩を彼女たちが目撃した時のことを。


  この丘の周囲にはこのように異なる階級の人々がいたが、他にもいた。救い主の隣の十字架上には、罵りと呪いの言葉を発する者がいた。その人が怒り狂っている間、イエスをはさんだ反対側にも人がいて、あわれみを求めて嘆願していたのである。


  「成就した」とイエスが言われた時、彼は悔い改めた盗人を腕に抱き、彼を燃える炎の中から救い出した戦利品として、一緒に永遠の門をくぐられた。一方の盗人は地獄の業火の中にいたが、他方は神の御子の温かな血で白く洗われて門をくぐったのである。


  母親たちよ、彼の母親の心を満たした悲しみを少しでも理解できるだろうか？彼女は「剣があなたの心をも貫くでしょう」という三十年前のシメオンの言葉を思い出した。


  代々、男たちも女たちも「立って見ていた」のである。二千年間、人々は中心たる十字架に目を向けてきた。時代が過ぎて行くにつれて、十字架はますます偉大さと気高さを増しつつ人類の目の前に迫ってきた。聖書のどのページも、この多くの面にわたる栄光の新しい光や異なる面を見せている。


  第一に、十字架は死として述べられている。死の光景は常に印象的である。しかし、この死は普通の死では全く無かった。この人は死ぬ必要がなかった。死ぬことを選んだ方がそこにいたのである。彼の最高の任務は死ぬことだった。彼の十字架上に、アダムの種族に属する全員が、「彼は私のために死んでくださった」と書き記すことができる。


  これは死の光景以上のものである。磔殺は最も厳しい死罪としてローマ人が選んだものであり、それには二つの理由があった。磔殺は最も苦しく、最も惨めだったからである。苦しみの中、筋肉は張り詰めて極度の緊張状態に至る。無力な体は引き裂かれた肉体の自重で吊り下がり、激しい苦しみで徐々に死んでいく。傷つかない生体器官は一つもない。彼は盗人たちの間に盗人として吊されたのである。


  彼の死は自発的だった。たった一つの言葉や行動で彼は百万の天使に命じることができた。そのどの天使も彼を救えただろう。「良い羊飼いは羊のために命を与えます。わたしにはそれを捨てる力があり、取り戻す力もあります」。彼が「成就した」と言われるまで、死は訪れることができなかった。人の性質は最悪の敵である死から逃げるのが普通である。しかし、他者のために自分の命を捨てるというこの一つの至高の目的を生涯貫いた人がここにいた。


  彼の死は受難であり、受難は苦しみを意味する。彼は死に至るまで自分の魂を注ぎ出された。彼の苦しみは激しかったにちがいない！


  これは辛苦とも述べられている。辛苦は人の苦しみの最も最も厳しい形である。


  これは逝去と述べられている。逝去は死以上のものである。馬は死ぬが、決して逝去しない。逝去は去ることを意味し、未来の命、活動の継続という思想を伝える。これが意味するのは、彼は別の領域に移り、死の門を通り抜けて、さらに高くさらに栄光に満ちた務めに入られたということである。


  また、彼の死は植え付けとも述べられている。「もし私たちが彼の死の様の中に共に植えられているなら、彼の復活の様の中にいるようにもなります」――ローマ六・五。植え付けは葬式ではなく庭を示唆する。


  われわれは自分の愛する者たちの命無き遺骸を暗い墓の中に葬るのではない。むしろ、「この種は芽生えて、十倍美しい芽、花、実となる」と確信しつつ、生ける種を手放すのに似ている。


  彼の死は高揚と称されている。モーセが荒野で蛇を上げたように、十字架は全世界が彼を見られるようになるために上げられることである。


  彼の死は成就であり偉大な勝利である。彼はサタンと対戦して征服し、その王国を打ち倒された。だから、われわれは小羊の血を通して勝利者とされるのである。


  それは和解だった。十字架は新創造の記章である。ここで加害者と被害者は会って握手する。それは今も将来も、永遠にわたって常に、霊感を与え続けるのである。


  （誌面からの再刷、一九三二年十月二十日）


  



  第九章 忍耐


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 二十一巻―― 一九四一年十一月十三日 ―― 四十六号


  
    「忍耐を完全に働かせなさい。それはあなたたちが完全になって、欠けたものが何もなくなるためです。」（ヤコブ一・四）
  


  この節は、クリスチャンの性格を完成させる恵みとして、忍耐をとても高い地位に置いている。忍耐はここでは、天の芸術家の最後の仕上げの一手と見なされている。この恵みが完成する時、われわれは欠けたものが何もない完全な全き者になる。忍耐は輝かしい性質ではない。忍耐には耳目を引く示威的な壮観さが何もない。忍耐は大衆の皮相的な関心を引かないし、この世の称賛を勝ち取ることもない。しかし、人生で最も価値ある力の多くは、ビロードの足で静かに動き回っている。いつの日か、この静かな力はこの御言葉が示す卓越性にふさわしいことを、われわれは間違いなく理解するだろう。


  前世紀のマガフィー読本は、亀に競争を挑んだ野ウサギの話を述べている。野ウサギは飛び跳ねてスタートを切り、たちまち見えなくなった。しかし、過信しすぎて相手を見くびり、競争に負けた。亀は真っ直ぐ進み続けて、最後には競争に勝った。このように、忍耐は常に競争に勝利する。忍耐の恵みほど多くの人々に欠けているクリスチャン的恵みが他にあるのかどうか、私には疑問である。


  忍耐という言葉は苦難を意味する語根から派生した。それは常に、試練に耐えることと関係している。われわれは苦しむ世界の中に生きている。火の粉が空を舞うように、われわれは必ず問題に遭遇するよう生まれついている。われわれが抱えている最も大きな必要の一つは忍耐する力である。ある人々は生まれつき他の人よりもこれを遥かに多く持ち合わせているが、この御言葉が述べている忍耐は生まれつきのものではなく神聖なものである。忍耐は恥をものともせずに十字架を耐え忍ばれた方の精神である。この御方は迫害され苦しめられても、口を開かなかった。この種の忍耐は艱難という学校で学ぶものである。


  私はある女性の話を読んだ。その女性はもっと忍耐強くなれるよう祈って欲しいと牧師に求めた。牧師はひざまずいて、彼女の試練や苦しみが増すよう祈った。牧師がこう祈り続けると、とうとう彼女はすっかり恐ろしくなり、それ以上耐えられなくなって、「やめてください、やめてください、このような裁きを私の頭上に呼び下すのは」と叫んだ。牧師は答えた、「もっと忍耐強くなれるよう祈ることを私に所望されたのではなかったでしょうか。ご存じのように、艱難は忍耐を、忍耐は練達を、練達は希望を生み出し、希望は失望に終わることはありません」。


  次にわかるのは次のことである。神の御手から直接臨んだ十字架や苦しみを耐え忍ぶことの方が、仲間から虐待される時に耐え忍んで辛抱強くしていることよりも遥かに容易なのである。しかし、「彼は罵られても罵り返さず、苦しんでも脅さなかった」。聖霊が与えられる目的は、恵みが増し加わることである。この恵みのためにパウロは祈った、「その輝かしい力にしたがって、あなたたちがあらゆる力をもって強められ、喜びに満ちた忍耐と辛抱強さを持つようになりますように」。


  これはとても高い水準だが、高すぎはしない。忍耐だけでなく、辛抱強さも必要である。辛抱強さだけでなく、喜びに満ちた辛抱強さが必要である。この忍耐は憎しみに対して愛を、呪いに対して祝福を与える。われわれを悪し様にけなし虐待する者たちの益だけを求める。このような水準の性格は、カルバリのキリストとキリストの学校にのみ見いだされる。


  また、忍耐は神の約束の成就を待つのに必要であり、待つことによって得られる。アブラハムについて、「忍耐強く耐え忍んだ後、約束のものを得た」と述べられている。遅延は神の王国の法則の一つであることは明らかなように思われる。これは私の頭を困惑させ、私の心と忍耐を厳しく試みる。「農夫は地の尊い実りを待ち望み、そのために忍耐します」。「あなたたちも忍耐しなさい。主の来臨は近いからです」。アブラハムが自分の嗣業をどれくらい待ったか、あなたは知っているか。初代教会はペンテコステをどれくらい待ったか？花嫁は自分の主をどれくらい待ち続けてきたか？ドルボー夫人がアンディーの回心をどれくらい待ったか、あなたは知っているか？最終的に、四十年後、彼女の祈りはかなえられた。そして、アンディーは五万人以上の人をイエスに導いたのである。一万人の母親たちが祈りがかなえられるのをどれくらい待ってきたことか！「遅延」の法則は信仰の試みだが、忍耐を育むのである。


  神は少なくとも祈りを三種類に区別された。第一は、「求めよ、そうすれば与えられる」。第二は、「探せ、そうすれば見いだす」。第三は、「叩け、そうすれば開かれる」である。この土地では今日、祈りに関する皮相的な考えが広まっている。それによると、恵みの御座は一口の食べ物を掴んでさっさと駆け去る昼食売り場のようなものである。「男は常に祈るべきであって、気落ちしてはならない」。「主を待ち望む者は新たな力を得る」。預言者エリヤが霊的戦いの苦しみで何度も屈んだ時、自然の力は全能の祈りに屈して、小さな雲が空に現れた。人々が絶え間なく祈り続けている間、天使が来てペテロのために牢獄の扉を開いた。


  楽器による振動を繰り返し与えると、橋の堅固な土台が砕けて崩落することが知られている。それと同じように、聖霊の力に満たされた信仰の祈りの絶え間ない波動は悪の厚い壁を崩して、信仰の祈りに約束されている力強い出来事を生じさせることが知られている。中継局が電話の呼び出しに応えるような迅速な応答がなければ待っても仕方がない、と考えている人もいるようである。それで彼らは受話器を置いてしまうのである。神は常に最初の呼び出しに応じてくれるとはかぎらない。多くの時、富の授与には諸々の条件がある。ヨブ記二八章で主は、最上の最も価値あるものを得る過程の絵図として、鉱業の過程を用いておられる。箴言では、知恵を得る過程を用いて、最上のものを得る方法をわれわれに教えてくださっている。金、鉄、石炭、真珠を得る過程では、時間が重要な要素である。時間、出費、痛み、労苦は、待つことと並んで商売の一部である。だから、待つ者のところに多くのものが集まるのである。


  この世の事業は粘り強いが、あまりにも多くの時、われわれは霊的事柄でこの粘り強さに欠けている。総合石油会社は一つの穴を掘るのに二十万ドル費やしても、石油が一バレルも得られないことがある。すると、三百フィートか四百フィート場所を移して、別の穴を掘る。もしわれわれが勝利の祈りの中で十分な時間を費やしていれば、その答えは地上の産業がかつて獲得した最も輝かしい成果を無限に上回る価値があっただろう。神が与えてくださる多くのものは、急いで与えるにはあまりにも偉大すぎるのである。神の手順の多くは周到である。


  自然の力のいくつかはなんとゆっくり進むことか！木では、樹液からつぼみ、花、実が生じる。種から、葉、穂、十分に実った穀粒が生じる。地は混沌とした廃墟と暗闇の巨塊であり、「御霊が水の面を覆っていた」と述べられている。母鳥がゆっくりと自分の巣を抱くように、命の御霊はこの状況を覆っておられた。すると、秩序と命が暗闇と死の光景を変え始めたのである。


  多くの事例でもまさにそうである。御霊はある頑なな人の暗い心を長いあいだ覆われる。これが癒しが遅れるいくつかの事例の理由かもしれない。つまり、忍耐を育むためである。御霊は今、あなたの弱った病の体を覆っておられるのかもしれない。そうだとすると、いつの日か命が生じるのである。われわれの霊的性格を高めるには訓練が必要である。どうやって訓練を受けるのか？安逸や安楽によってではなく、長引く試練を耐え忍ぶことによってである。海岸のこれらの美しい小石を丸い滑らかなものにするのにどれくらい時間がかかったのか、あなたは知っているか？何世代もかかったのであり、何百万回も繰り返し転がされたのである。かつて、これらの小石には尖った角があった。自然界の何らかの激変で崖から引き剥がされたからである。


  「どんな状況でも満足することを私は学んできた」と使徒は言った。一度に全部学んだのではなく、「学んできた」のである。「満ち足りること、飢えを忍ぶこと、富むことや欠乏を忍ぶことを私は教わった」。精錬業者は、るつぼが熱を放って輝いている間、その前に座り続ける。溶けた金の表面に自分の顔が映るようになるまでである。われわれは忍耐して待つだろうか？神の学校以外のどの学校でも、われわれは磨き上げられることを覚悟する。霊的性格を磨き上げることには、とまどいや実習がつきものである。


  チャルマース博士は死にかけている不信心者を二十四回呼んだが、二十四回玄関で素っ気なく断られた。しかし、二十五回目の時、扉が開いて、その瀕死の人は「二十四回断られても立ち続けるほど、私の魂を気遣ってくれる人にお会いしたい」と言った。


  何年も前のことだが、運河の工事で、きわめて硬い造りの花崗岩の岩層を貫通する必要が生じた。作業員たちは最終的に「やめて」しまった。岩がとても硬くて、それにぜんぜん傷をつけられなかったからである。給料が上がっても、翌週、彼らはまたもや「やめて」しまった。給料が倍になっても、なすすべのない所で働くことを作業員たちは断固として拒絶した。新しい人たちが雇われたが、二、三日後、監督は偉大な技術者であるブリンレー氏のところに行って、「ブリンレーさん、これは無駄です。あなたは自分の金を浪費しているのです」と言った。ブリンレー氏は言った、「その岩を叩くと転がりますか？」。監督は答えた、「いいえ」。ブリンレー氏は言った、「あなたがその岩を叩くと動きますか？」。監督は答えた、「いいえ」。「その岩を叩くと埃が立ちますか？」。監督は言った、「はい、わずかな埃が出ます」。ブリンレー氏は言った、「叩き続けなさい」。勝利はこの忍耐強い粘り強さの所産だったのである。


  



  第十章 主の訓練


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 二十一巻―― 一九四一年十一月二十七日 ―― 四十八号


  
   「わが子よ、主の訓練を軽んじてはいけない。（中略）さて、すべての訓練は、当座は、喜ばしいものとは思われず、むしろ悲しいものに思われる。しかし後になれば、それによって鍛えられる者に、平安な義の実を結ばせるようになる。」（ヘブル十二・五、十一）
  


  人の思いにとって最も大きな問題の一つは、愛する天の御父の統治下における人の苦難の神秘である。この問題にヨブは直面した――なぜ敬虔な人が苦しんで悪人が栄えるのか？ダビデも聖所の中に入るまでこの問題に悩まされた。聖所の永遠の光の中ですべては明らかになったのである。


  神の子供たちの苦難は怒りによる罰ではなく、霊的性格の訓練のために、教育的目的で送られる。「訓練」と訳されているギリシャ語は文字どおりには「子供のしつけ」を意味する。あなたが子供のしつけを耐え忍んでいるからには、神はあなたを子を扱うように扱っておられるのである。


  この訓練は喜ばしいものではないかもしれない。厳しいものに思われるかもしれない。訓練は時として火のような試練の中で臨む。それは外圧かもしれないし、あるいは尖った鉄があなたのまさに魂の中に入り込むかもしれない。何重もの誘惑により、あなたは重苦しいかもしれない。ヨブや他の多くの人のように、この訓練は病を通して臨むかもしれない。「義人の苦しみは多い」。しかし、これらの苦しみや試練のおかげで、霊性はとても高度に磨かれるのである。あなたの最上の家具は、激しい研磨で数回磨かれ、さらに仕上げ磨きを数回受けた。サタンは神の僕たちの訓練において教育的要素としてしばしば用いられてきた。


  「クリスチャン奉仕者の三つの主要な必要条件は、誘惑、誘惑、誘惑である」と言ったのはルターである。


  地獄から漂ってくる空気の焼けるような炎は、きわめて厳しい苦しみを生み出す。その赤々と燃え上がる力の下で、「わたしの魂は悲しみのあまり死にそうです」とイエスは言われた。


  パウロは耐えられないほど圧迫されて、生きる望みを失うほどだった。


  エレミヤは言った、「私の民の娘たちの苦痛のゆえに、私は苦痛を受けている」。「ああ、私の頭が水になり、私の目が涙の泉になればいいのに。そうすれば、ほふられた私の民の娘のために、私は昼も夜も泣くことができたのに」。


  われわれの周りにあるいかなる物質も、性格と比べたら無にすぎない。あなたの金や銀は、溶解する世界の炎の中で、たちまち灰燼に帰すだろう。あなたが行うことは刈り株のように燃えてしまうが、あなたという人は永遠に存続する。汚れている人は将来も依然として汚れているだろう。聖なる人は将来も依然として聖いだろう。苦難を通して高度な研鑽を受けている人は、永遠の白色光の下でますます輝くばかりだろう。


  後になると訓練は実を結ぶ。これから思い出されるのは、自然や霊における神の過程では時間が必要不可欠な要素だということである。信仰は待つことを学ぶ。われわれの軽い艱難は束の間にすぎない。実を結ぶことでは時間が一つの要素である。最も甘くて最も香ばしい果物は、霜だけでなく八月の太陽にもさらされてきた。太陽の恵みを受けた実をならせる木は、その前の冬の寒い準備期間を耐えたのである。


  訓練は永続する深い慰め、平安、喜びを生み出す。「夜は泣いても、朝になると喜ぶようになる」。悲しみの後に訪れる平安にまさるものはない。これはみな、それによって鍛えられる人々の所に訪れる。ロザハムはこれを「良く訓練された」と訳している。


  次にまた、開いた傷口を残すひどい悲しみや熱い涙もある。何の慰めもない打ちひしがれた心の人もいる。萎れてしまって甦りようのない希望もある。しかし、悲しみをどう受け入れるのかに、それによってどんな訓練を受けるのかに、様々なことがかかっている。われわれは主の訓練を軽んじてはならないし、責められて気落ちしてもならない。


  「萎えた手を上げよ」。「あなたの心配をすべて主に委ねよ。主があなたを顧みてくださるから」。


  あなたはある少年の話を聞いたことがあるだろう。父親が懲らしめの鞭を掴んでまさに子供に振り下ろそうとした時、少年は父親の腕の中に飛び込んで鞭を避けた。そのようにあなたは神の偉大な父心に、「たとえ彼が私を殺しても、私は彼に拠り頼む」と言うほど近づくことができる。最後に、あなたの足のために、まっすぐな道を造れ。すべての人と平和を保ち、主に対して聖くあれ。内側も外側もまっすぐに生きよ。


  



  第十一章 両方の道を見ること


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 二十一巻―― 一九四一年十二月二十五日 ―― 五十二号


  
    「あなたの神、主がこの四十年の間、荒野であなたを導かれたそのすべての道を覚えなければならない。それはあなたを低くして、あなたを試し、あなたの心の内を知り、あなたがその命令を守るかどうかを知るためであった。


    それで主はあなたを低くし、あなたを飢えさせ、あなたも知らず、あなたの先祖たちも知らなかったマナで、あなたを養われた。人はパンだけで生きるのではなく、主の口から出るすべての言葉によって生きることをあなたに知らせるためであった。」（申命記八・二、三）
  


  神の民が何らかの大問題に直面したり、重要な一歩を踏み出すよう召される時はいつでも、神は有り余る備えと指示を与えてくださる。ほとんど常に、神の民は自分たちの過去の歴史を振り返り、自分たちが歩んで来た道を熟考し、過去の出来事における神の自分たちに対する取り扱いを回想するよう要求される。この御言葉が語られた時のイスラエルがそうだった。彼らの荒野の放浪は終わろうとしていた。ヨルダン川が再び彼らの道の前に広がっていた。そして、彼らは約束の地の中に入るよう命じられた――これは彼らの先祖たちが失敗したことだった。彼らの偉大な指導者はモアブの平原に彼らを集め、この三つの説教を彼らに説いた。彼は道中における神の優しさを振り返っただけでなく、神政政治の偉大な諸原則と神聖な律法――その下で彼らの国民生活は確立されることになっていた――を告げた。


  彼らが新たな規則を伴う新たな故郷の境界に立っていたように、われわれもまた過ぎ去った年の墓場に立っており、新しい年の揺りかごの所にいる。しかし、われわれは新しい時代の境界にいるのである。歴史全体がそれに向かって進んで来た目標にわれわれは近づいている。これが「両方の道を見ること」というタイトルを用いる理由である。われわれは生者と死者――過ぎ去った年と生き生きとした未来――の間に立っている。過去がどんなものであれ、あるいは、過去にどんな事が成し遂げられてきたとしても、それはすでにない。過ぎ去った、永遠に過ぎ去ったのである。われわれはカナンよりも遥かに素晴らしい嗣業である王国に近づいている。その王国の栄光は決して過ぎ去ることがない。二つの年の間に立って、両方の道を見ようではないか。そして、この御言葉が示すところを短く考えようではないか。


  神の導きを思い起こそうではないか。放浪している時でも神がこの民を導かれたことがわかる。力と時間を浪費したこの四十年の間ずっと、神は彼らを見捨てられなかった。彼らが荒野に逆戻りしても、神は彼らと一緒に向きを変えて共に進まれた。「彼らが苦しむ」と神もまた苦しまれた。「いにしえの時代、神は彼らを担って運ばれた」と御言葉は告げている。あなたたちの何人かが自分の道を選んだ時ですら、あわれみにより、神はあなたたちに善をなす機会を忍耐強く待ちながら、あなたたちの傍らで共に進まれた。「あなたたちは悪を図ったが、神はそれを益に変えてくださった」とヨセフは言った。神の御手は万物の上にあり、神の臨在は近い。これを覆すほどの曲がりきった道、奇妙な摂理、深い悲しみ、悪い環境はない。「すべてのことは共に働いて益となる」のである。


  神の導きの御手だけでなく、善に満ちた御手についても考えよ。「最終的にあなたたちに益を施すため」。これはこの道の最初のうちは、あるいは旅の最中も、必ずしも明らかではないかもしれない。しかし、この道の終局は祝福以外にありえないことを、生ける信仰は理解する。多くの時、神の計画は謎であり、きわめて辛い試みであることが時々ある。しかし、神に時間を与えよ。そうするなら、神はそれを成就してくださる。「あなたの夜はすぐに終わって、輝かしい日になる」。


  小さな子供が定期船の甲板に立っていた時のことである。小犬がひとりの船員に噛みついた。すると、逞しい船長はその犬を掴んで船外に放り投げ、直ちに焼き鉄を握ってその船員の腕をひどく焼いた。子供は恐れて父親のもとに駆けつけ、「ああ、あのひどい船長が犬を海に放り込んで、あの人の腕を焼いてしまったよ」と叫んだ。父親は説明して言った、「あの犬は狂犬病だから、乗客の命を救うために犠牲にしなければならなかったんだよ。あの人の腕を焼いたのも、病原菌を殺して狂犬病を予防するためなんだよ」。こうして、船長の行動はひどいものではなく優しいものだったことを、その子供は理解させてもらったのである。


  御父の訓練についても考えよう。「主はあなたを低くし、あなたを飢えさせられた。それはあなたを試し、あなたの心の内を知るためであった」。昨年を振り返ると、残念なことが十分ある。だが罪はない。なぜなら、神に感謝すべきことに、神は私を罪の外側に保ち、罪から守ってくださったからである。残念なことに、信仰が今以上に伸びることはなかったし、陸も海も空も加速している今日この頃、時間を今以上に活用することもできなかった。この道を霊的にもっと進むべきだったように私には思われる。神の訓練は私に自分の無価値さだけでなく、神の十分さをも教えてくれた。祈りの答えは時として遅れることも教えてくれた。


  われわれの目をもう一方の道に向けようではないか。神がわれわれを導いてくださっている良き地について考えようではないか。「あなたたちの神である主はあなたたちを良き地に、水の流れと泉と沢のある地に導かれるからである」。この予型の大部分は今日の聖潔体験において成就されるが、これらの鮮やかな比喩はこの世で使い尽くせるものではない。これらの比喩は無限の資源と永遠の真理について述べている。「私の泉はすべてあなたの中にあります」。この泉とは聖なる喜びの流れであり、祝福の高嶺からだけでなく、悲しみのどん底からも流れて来るのである。「欠けることのないパン」。


  戦時中、「小麦の無い日」や「砂糖の無い日」があったが、このような日は「乳と蜜の流れる地」の絵図ではない一つの例である。オリーブ油とザクロがこの地でも豊かだったが、彼らは巨人から造ったパンについてわれわれに告げる。これはまさに敵の手の中にあったものから得た筋肉、骨、筋骨の宝を意味する。最大の祝福は戦って征服することによる。神の最上のものを知りたければ、われわれは征服していないものを征服し、山岳地帯にあるその要塞を占領しなければならない。われわれは敗北の中から勝利を、貧困の中から豊かさを引き出すことができる。


  この終わりを迎えつつある時代の科学や天才たちは、物質の世界でこれを行っている。どうしてわれわれが霊の世界でこれに負けて良いわけがあろう？カンザスで私は不毛で無価値な岩山をよく旅した。その荒野は貧困そのものだった。だが、冒険的精神の持ち主たちは穴を掘り下げていって、その貧困の下にあった大きな富を発見した。この不毛の岩山から巨大な富が得られたのである。


  原始時代の未開人たちはクリプル・クリークやヨハネスブルグの金のあたりや、ペンシルバニアの炭田やカリフォルニアの油田のあたりを何世紀も徘徊した。しかし、彼らはこの隠れた富について何も知らなかった。多くのクリスチャンは大きな富の近くで暮らしているが、それでも霊的貧困の中で死ぬ。もし神の深い事柄を望むなら、われわれはそれを探さなければならない。最も困難な場所が絶好のチャンスであることがわかるかもしれない。災害や一見敗北のように見えるものの中から、われわれは最高の教訓と最高に豊かな恵みを引き出せるのである。


  （誌面からの再刷、一九二九年）


  



  第十二章 救うのに力ある主


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 三十四巻―― 一九五四年三月十五日 ―― 二十号


  
    「何ゆえあなたの装いは赤く、あなたの衣は酒ぶねを踏む者のように赤いのか。わたしはひとりで酒ぶねを踏んだ。」（イザヤ六三、二～三）
  


  この輝かしい詩的光景は私の魂を徹底的に感動させる。まるできわめて感動的な絵の赤々と燃え上がる眺望や、われわれの主のきわめて生き生きとした光景のようである。


  １．私の知性と心の画布の上に投ぜられた最初の光景は、戦士の光景だった。主は天からこの難破、人類の破船をご覧になったが、支える者がだれもいなかった。主は守る者がだれもいないのを怪しまれた。「それゆえ、わたしの腕がわたしに救いをもたらし、わたしの憤りの中で、それがわたしを支えた」（イザヤ六三・五七）。天の境界線に神はその軍隊を動員された。戦隊と師団が次々とその境界の平原に進軍し、全軍が戦闘配置についた。天で反乱を起こしてその住人の三分の一を奪い去った神と人の大敵は、その暗闇の地獄の軍勢を呪われた燃えさかる平野に集めていた。これは史上最大の戦いのための最大の準備だった。いと高き王国が与えるすべての武具をまとった戦士であるキリストが私には見える。


  ２.この絵画が示す第二の絵は、流血の野から帰還する征服者の絵である。彼はイスラエルの旧敵であるエドムとの戦いから戻ってくるところである。戦いは過ぎ去り、戦争は終わった。勇気、戦い、戦場の恐怖は、この御方の背後にすべて過ぎ去った。勝利者であるこの御方が輝かしい威光と栄光に満ちた衣服をまとい、御力の偉大さを示しつつ行進されるのが私には見える。この絵図は人類の贖いの預言全体にも言える。


  贖いの最初の約束は、女の裔と蛇の裔との間の戦いの約束だった。モーセとパロ、イスラエルとアマレク、ヨシュアとカナン人の間の戦いや、その他多くの戦いは、この箇所や他の箇所で描写されているこの大きな戦いの型にすぎない。エデンからハルマゲドンまで戦いがあるように感じられる。


  この絵図の前面にキリストが立っておられるのが私には見える。キリストは戦って勝利を勝ち取り、敵を滅ぼされた。まさにここでわれわれはこの光景を見て、教訓を学ぶべきである。すなわち、この戦いはわれわれの戦いではなく、神の戦いなのである。また、彼はあらゆる時代の勝利を含む勝利を勝ち取られたのである。その結果、われわれが参入するどの戦いも、勝利が保証されているのである。イスラエルの戦士であるダビデは片手でゴリアテに立ち向かい、ペリシテ人の全軍をその指導者を打ち負かすことで打ち破った。そのようにイエスは地獄の軍勢の指導者、神と人の大敵に、荒野で、園で、十字架上で、ヨセフの新しい墓で立ち向かい、永遠に追放された。キリストは昔と同じような征服者として、墓場の暗い棺の中から出て来られた。この世、肉、悪魔、死、地獄、墓は、すべて彼の戦車の車輪に鎖でつながれたのである。こういうわけで、われわれは彼の勝利を得ており、どの戦いに参加する時も「神に感謝せよ、神は常にキリスト・イエスにあってわれわれに勝利を得させてくださる」と叫ぶのである。


  これが事実である以上、われわれは決して敗北する必要はない。このようにして「私たちを愛してくださった方によって私たちは圧倒的な勝利者になる」のである。レフィディムのあの大きな戦いでは、アマレクは肉の型である。この戦いで勝利を勝ち取ったのは人の力ではなく神の力である。モーセが両手を上げていた時だけ、イスラエルは優勢だった。モーセの手が疲れて重くなり下に下がった時は、アマレクが優勢になった。そこで人々はモーセを石の上に座らせて、日が沈むまでアロンとフルがその両手を支えた。これは聖め――肉の磔殺――の型だった。人々はモーセを羽毛ベッドの上ではなく石の上に座らせて、日が沈むまで一日中その両手を支えたことに注意せよ。この上げられた信仰の手は御衣の裾に触れるのである。


  ３．この光景が示す次の印象的な絵は救い主である。「義しく語り、救うのに力ある者。それがわたしである」。人の戦士は利己的である。彼らが戦う目的は個人的野心、個人的権力、誉れ、名声である。人の血の川々が流されてきた。利己的で強欲な英雄が世界征服者と称されることがあることに、人の心は痛みを覚えてきた。しかし、贖いのこの大きな戦いでは、われわれの力強い将が前線に出て来てこの戦いを戦い、世を打ち破り、暗闇の力からわれわれを救ってくださった。救えるようになるためだけに、彼は征服されたのである。彼は常に虐げられている者の勇士である。


  この教訓に私は四つの特徴を見る。第一に、彼は義なる救い主である。彼は義の要求を踏みにじらなかった。破られていた律法の要求を受け入れ、それを完全に満たされた。罪の罰金を支払って、義の要求にことごとく応じられた。だからわれわれは無法者ではないし、牢獄を破ったわけでもない。われわれは引き出されて裁判にかけられたが、彼が罰金を払ってくださったので、見事に無罪判決を受けたのである。彼は十字架から降りて、この請求書の始末を拒むこともできた。しかし、十字架にとどまることを選んで、最後の一円まで支払ってくださった。だから、われわれが出て行く時、われわれは顔を上げて、債権者に会う恐れを感じることなく進めるのである。彼はすべての負債を完全に片付けて、その記録を抹消してくださったのである。


  第二に、彼は救うのに力がある。彼はあなたの諸々の罪を帳消しにできるだけでなく、習慣の力を打ち破って、すべての積み重なった腐敗や生来の肉性からあなたの心を清めることができる。彼はあなたの体を癒すのに力がある。罪の結果から救うのに力がある。とことん救うことができるのである。


  第三に、彼は唯一の救い主である。「わたしは見たが、助ける者がだれもいなかった」。他の物や人がすべて試されたが、みな失敗したのである。


  第四に、矛盾、つまり救いと破壊の奇妙な混ざり合いがわかる。贖いの偉大な根本原理は破壊による救いである。十字架は死による命、敗北のように思われるものによる勝利、悲しみによる喜び、涙による微笑みを意味する。ノアとその家族は、この世の滅びによって救われた。イスラエルはエジプトの初子の死によってエジプトから解放された。


  ４．第四の偉大な絵図は受難者の絵図である。これは大きな犠牲を伴う勝利だった。「何ゆえあなたの装いは赤く、あなたの衣は酒ぶねを踏む者のように赤いのか」。これはゲッセマネの園とカルバリを物語っている。彼の受難の特徴の一つは、道中の孤独さだった。「わたしはひとりで酒ぶねを踏んだ」。分離と寂しさの感情が加わった孤独ほど痛ましい苦難があるだろうか？あなたはこれまで苦しんで、「だれも自分のことを理解してくれないし、気遣ってもくれない」「だれも自分の悲しみにちっとも同情してくれない」と感じたことはあるだろうか？それはあなたが説明できず、彼らも理解できないことだった。なんと滅入る感覚か！彼は性質上孤独であり、周囲からかけ離れていたため、不作法や荒っぽさや間違いはすべて彼に未知の痛みを与えたにちがいない。助けが必要な最暗黒の時に、彼の弟子のほとんどは彼を見捨てて逃げてしまい、彼ご自身の御父も顔を覆ってしまわれた。まことに彼はひとりで酒ぶねを踏まれたのである。


  ５．贖いの哲理の最大の奥義の一つは、彼の最大の苦しみは彼の最大の栄光だったことである。われわれにも言えることだが、苦しみはわれわれの訓練の一部であり、われわれの最大の喜びになる。われわれは贖いのための犠牲的苦難にはあずからないが、参与すべき他の苦難がある。その苦難は来たるべき時代にわれわれの栄光になる。人生最大の悲劇の時に彼がひとりだったように、われわれも彼と共に隠遁して孤独にならなければならない。われわれの中には今そのような境遇にある人もいるが、落胆することをわれわれは拒否する。激闘の中で気落ちすることを拒否する。戦いの煙と砂ぼこりが巻き上がる時、われわれは最大の栄光を享受するのである。


  ６．結論として、使徒パウロが言ったことに注目せよ。「彼は高いところに上った時、とりこを捕らえて引いて行き、人々に賜物を分け与えた」（エペソ四・八）。古代の戦争では、流血の野から帰還した征服者は、鎖につながれた捕虜の中で最も著名な者を引き連れていた。数万の捕虜を捕らえていた敗軍の将や高官たちは、勝者が戦場から帰還する時、今や勝者の戦車に鎖でつながれる。そのように、イエスは暗闇の軍勢の六大指導者をその戦車の車輪つまりご自身の傍らに鎖でつないで高きところに帰還された。この世、肉、悪魔はその片側に、死、地獄、墓は反対側にあって、この大指導者たちの捕虜たちがみな列をなして後に続いたのである。


  なんという帰郷をわれわれはすることになることか！悪魔は永遠に底なし穴の中に閉じ込められる。この世は火によって贖われ、諸元素は燃える熱で溶解する。肉は十字架につけられたままであり、地獄の門は永遠に閉ざされる。死は死に、墓はその勝利を失う。神ご自身がわれわれの目から涙をことごとく拭い、人々に賜物を与えてくださるのである。


  また、征服者は戦利品を前線でよく戦った者たち、戦いで助けてくれた英雄たちと分かち合うのが慣例だった。そのようにキリストは聖霊の賜物と真の教会への遺産である九つの賜物を与えてくださっただけでなく、試練の中で忠信だった者たちに最終的に報いてくださる。彼らは戦利品を永遠にキリストと分かち合う。冠をかぶり、王座に座し、王杖を振り、町々を治める。御言葉が「もし苦しむなら、われわれもまた彼と共に治めるようになる」と告げているからである。


  



  第十三章 霊の人


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 三十四巻―― 一九五四年十月十六日 ―― 四十二号


  



  経験上また結果的に、律法の下にあることと恵みの下にあることとの間には根本的違いがある。律法は倫理性を要求したが、それを生み出す何の手段も提供しなかった。恵みはわれわれを引き上げて霊性の中にもたらす。そこで律法の要求はすべて満たされる。律法の旧経綸の下ではわずかな人だけが、新経綸の下で霊的性格と霊的命を生み出す同じ聖霊による特別な主権的接触によりそうされた。この御言葉を私はあるとても素晴らしい章から取った。パウロは山頂に向かって御霊の中で登っていた。彼は二種類の知恵があること、そして、一方を退けてコリント教会に対する務めでそれを用いることを拒んだことを述べた。彼はこの世の知恵を持っており、ガラテヤ人への務めではそれを少しばかり用いた。彼はギリシャの無名の詩人の句を引用できた。ギリシャ文学とギリシャ哲学に関する彼の知識は正確で広範に及んでいた。不可知論に出会った時、彼はなすすべを知っていた。


  コリントはギリシャ哲学者でいっぱいで、修辞学と論理学が盛んだった。ギリシャのどの都や町にも公共の広場があって、そこで文法学者や哲学者たちはいつまでもギリシャの文化や文学を扱っていた。パウロはコリントの人たちを彼らが好む甘い口調でもてなしただろう、とあなたは思ったかもしれない。しかし、そうではない。彼は言った。「私はあなたたちの間でイエス・キリスト、十字架につけられた方以外、何も知るまいと決意した」と。私は雄弁術を用いまいと決意した。私が来たのは「人の知恵の魅惑的な言葉と共にではなく、御霊とその力の現れと共に」であった。この「力」という言葉は、この世の知恵にまさに欠けているものを表している。この世の知恵に力はない。この世の哲学者たちは人の心を変えたことが決してない。


  人の知恵を用いることを拒むもっともな理由を彼は与える――「あなたたちの信仰が人の知恵によってではなく、神の力によって立つようになるためである」。善人がそう言ったから、そう教わってそれに説得力があるように思われるから、という理由で信じるなら、あなたは確実に砂の上に建てているのである。


  ギリシャやローマで最高潮に達した論理的思考を上回るものが、この世の知恵の中にあるのかどうか私は疑う。ギリシャ人やローマ人が当時行使した知力に匹敵するものが、それ以降何かあるのか私には疑問である。それにもかかわらず、この知恵は深刻な試みの下でぺしゃんこになってしまった。「この知恵をこの世の君たちは何も知りませんでした。もし知っていれば、栄光の主を十字架につけたりしなかったでしょう」。イスラエルの偉大な宗教家たち、偉大なローマ人たち、ギリシャ哲学に満たされていた人たちはみな、栄光の主を好き勝手に扱った。彼らは主のために十字架以外の場所を見つけられなかった。今の時に至るまで、彼らが真に神に属する者たちに手をかける時は常に、その人を十字架につけてしまう。神の書物を彼らに手渡せ。そうするなら、彼らはそれを十字架につけてしまう。それは彼らにとって愚かなものだからである。聖霊を捕らえて木にかけることができるなら、彼らは聖霊をも十字架につけるだろう。


  兄弟よ、もしこの世の知恵がわれわれの信仰の邪魔をするのを許すなら、われわれは愚か者の一団である。私は著名な学者たちを敬うが、それは彼らが自分自身の分野にとどまっている場合である。しかし、彼らが自分たちの分野を離れるなら、私は彼らに対する敬意をすっかり失う。彼らが自分の分野にとどまっている間、私は彼らに負う所がとても大きい。トマス・エジソンが自分の研究室にとどまっているかぎり、私は彼の二千以上の発明のゆえに彼をとても高く評価する。しかし、彼が科学の分野を離れて、「人は犬のように死ぬ」「死後の世界はない」と言うなら、私は彼をこの世代で最大の愚か者の一人とみなす。彼が八十歳の誕生日の時に「神は私にとって何の意味もない」と言った時、「一体トマス・エジソンとは何者か？」と私は言った。「彼は電気技術者です」と人は答える。そのとおり、彼は電気技術者にすぎない。死んだ犬について知らないし、死んだ人についてはなおさら知らない。犬が死んだ直後に、あるいは人が永遠の世界の中に入った直後に何が起きるのか、彼が何を知っているというのか？哀れな人よ、彼は自分の分野を離れて、子供のように無知な分野に足を突っ込んだのである。彼の分野は科学と哲学の分野であり、われわれの分野は啓示の分野である。


  いかにして私は啓示を知るのか？神の書が私に告げてくれるのである。それが神の書であることがいかにしてわかるのか？通電している電線をエジソンが見分けるのと同じである。断線している電線と通電している電線の違いを彼が知っていた以上に、生ける書物と死せる文書の違いが私には確かにわかるのである。


  科学者たちが自分の分野にとどまっているなら、彼らは私に教えることができる。しかし、私が自分の分野にとどまっているなら、私も科学者に教えることができる。自分の哲学を持ち出して啓示の分野に乗り込むなら、たとえ最大の哲学者といえども知恵の欠如を露呈する。「霊の人はすべてのことを判別します（見分けます）」。天然の人は見分けられない。見ることができない。霊の人には目がある。昔、預言者は「先見者」と呼ばれていた。預言者は最初「神の人」と呼ばれていたが、その後「先見者」と呼ばれるようになった。目に見えないものを見ることができたからである。しかし、先見者としての資格を得る前に、彼は神の人としての資格を得なければならなかった。神の人になるには、人は再生されなければならない。神から生まれなければならない。上から生まれなければならない。


  家庭の赤子は麗しく、一家の喜びの中心である。しかし、年を取った赤子は不快である。発育遅延の事例が一件あった。年を取った赤子は素晴らしくないし、魅力的でもない。神の子供たちの間には発育遅延の事例がたくさんある。キリストにある赤子を世話するのは喜びだが、教会の中の年を取った赤子たちにはうんざりである。


  霊の人は、第一に、聖書を見分ける。本を読んでいて何かわからないことがあったら、「著者がここにいてくれたら、この意味を尋ねるのに」と私は言うだろう。


  最も霊的な人は聖霊を受けている。聖霊は聖書の著者である。聖霊は解き明かしが無ければ不可解なものを解き明かしてくださる。


  第二に、霊の人は罪を見分ける。十分遠くから罪を見分けてそれを避ける。


  第三に、霊の人は人を見分ける。人について外見以上のものを知ることにしくじることはありえない。


  第四に、霊の人は時を見分ける。神はイスラエルと論争されたが、その理由は「イスラエルは知らない。わたしの民は考慮しない」ことだった。イエスは地上で最も宗教的な都のために泣かれたが、それはその都が時をわきまえていなかったからだった。人々は天気を見分けて、「いい天気になるだろう」とか、「今日は荒れ模様だろう」と言っていた。「今の時がわからないとはどういうことか？」


  この旧世界を改革する働きに霊の人の興味を引くことはできない。たんなる改革は過去のものであり、今は福音伝道の時であることを霊の人は知っている。霊の人は時間やお金を無駄にできない。多くの人には識別力があまりにもないので、だれかが立ち上がって祝福に満ちたイエス、優しい主、親切な主人について話すと、その人を鵜呑みにして、蛇のぬめりを見落とすのである。説教者が二、三回「聖霊」と叫ぶなら、ペンテコステのために上の部屋に決して上ったことがなくても聖い人と見なされるのである。


  ああ、上の部屋からしか得られない深い霊性が必要である！


  



  第十四章 変装した恵み


  
   「あなたは人々にわれわれの頭の上を乗り越えさせられた。われわれは火の中、水の中を通った。しかし、あなたはわれわれを豊かな所に導き出された。」（詩篇六六・十二）
  


欄外では「潤った所」となっており、「肥沃な所」を意味する。この御言葉が示す偉大な主な真理は、クリスチャンが経験する困難の効用である。国々の歴史において次のことは事実である。逆境は国家の繁栄に常に役立つ。北国の住人は南方や熱帯の地の住人よりも常に優勢だった。住みにくい天候、不毛な土地、逆境のせいで、エネルギーと逞しい力が必要だったのである。


反対と抑圧のおかげで、われわれの父祖たちは革命と英雄的行為を余儀なくされ、最終的に独立した。イスラエルはパロの抑圧のおかげで失った以上のものを得た。抑圧されればされるほど、彼らは増えて成長した。政治的・社会的大混乱の時に、最強の人々が育まれた。ワシントン将軍、アブラハム・リンカーン、グラント将軍、ロバート・Ｅ・リー、その他多くの人のような人々は、平時には決して前面に出なかっただろう。しかし、国家がきわめて大きな戦いをしていた時に、彼らは輝き渡ったのである。この国とスペインとの間でなされた最近の戦いがなければ、ホブソンやデューイーのことを決して耳にしなかった人々は数百万にのぼるだろう。反対や困難には、魂の中に眠っているきわめて強力な資質を呼び覚まして、最上の人々を活動に導く効用がある。聖書に出てくる傑出した人物たちはみな、困難という学校で学んだ。モリヤ山のあの恐ろしい悲劇まで、アブラハムは「忠信な者の父」とは決して呼ばれなかった。ヤコブは厳しい訓練という戦車に乗って、最高の偉業に上り詰めた。王座に至るヨセフの道はエジプトの獄屋を通る道だった。王座に至るダビデの道は九年間に及ぶ迫害と抑圧の谷間をくぐり抜ける道だった。王になることがどういうことか、またそれと同時に、冠を受けるには待たなければならないことを、彼は知っていたのである。パウロは足枷のついた状態で皇帝の家族に宣べ伝えた。ジョン・バニヤンはベッドフォードの牢獄で最高の働きをした。諸々の時代のきわめて傑出した人々は、地と地獄の攻撃を受けている時に輝き渡った。教会がかつて見たことのない最暗黒の時こそ、教会がきわめて素晴らしい勝利を勝ち取った時でもあった。


これは教会全般に言えるだけでなく、個人にも言える。抑圧、反対、貧困に強いられて、多くの人の生活は道徳的栄誉と霊的偉大さに導かれたのである。神に対して忠信で、歴史の天空で特別な星々のように輝くであろう人々が数千人いるが、彼らは境遇に強いられなければ取るに足りない無価値な者だっただろう。境遇に強いられて、彼らは安楽な場所から、居心地の良い場所から、大きな争いと凄まじい戦いの中に導かれた。そして、その戦いが大きければ大きいほど、勝利も大きかったのである。戦わないかぎり、決して大勝利は得られない。勝利を望んでいるのだが、勝利を得るのに必要な戦いを恐れているように思われる数千もの人々がいる。試み、誘惑、困難、試練から尻込みする人々は、戦うべき敵がいなければ――戦うべき戦いがなければ――敵に対する大勝利は得られないことを理解できない。代々にわたる勝利を知りたければ、進んで暗闇の軍勢と取っ組み合いの戦いをしなければならない。それは、この世、肉、悪魔に対して、死、地獄、墓に対して、われわれに勝利を得させる御力を、神が示す機会を得るためである。


困難の効用は何か？試練や誘惑の益は何か？たいていの人はこれらのものを恐れる。人々は厳しい誘惑や試練を災難と見なしている。これらのものがわれわれに臨む目的は何か？第一に言いたいのは、それらのものによってわれわれの真価が試されるということである。神は決して無価値な魂を試みたり試したりされない。だから、厳しい試練を受けているとき、それはわれわれがそれに値するからなのである。悪魔はすでに自分のものである人を決して誘惑しない。だから、悪魔が人々を厳しく誘惑するとき、それは彼らが悪魔の爪から救われていて、悪魔が取り戻したがっているからなのである。毒草は穀粒や小麦のようにふるいにかけられない、とイザヤは言う。なぜか？ふるいに値しないからである。穀粒や小麦はふるいにかけられる価値があるが、毒草にはない。あなたや私にふるいにかけられた経験が一度でもあるなら、それはわれわれはそれに値すると神が考えておられるからである。神は小麦から籾殻を取り除きたいのである。他の人々は比較的安楽な境遇にあるのに、あなた自身は厳しい時を過ごしているのを見いだすとき、ただこう考えよ。おそらく、彼らには試練を受ける価値はないのだが、神はあなたの中にその類の試練によって発達させられるものをご覧になっているのである。それは発達・成形可能なものである。成形・切削・研磨によってのみ美しくなるダイヤモンドのようである。


悪魔がわれわれを狙うとき、それは悪魔がわれわれを得ていないからである。だから、悪魔の足や角の音を聞く時、下を見てゴミを拾う代わりに、悪魔がわれわれを得ていないことを神に感謝すべきである。悪魔は獲得済みの人々を狙ったりしない。肉的安全の揺りかごの中に寝かせておく。悪魔はアヘンを投与して彼らを眠らせ、その良心を麻痺させる。だから、彼らは奮い立って回心しないのである。悪魔が自分の使いの全団と共に狙う人々は、その爪から救われて解放された人々である。だから、悪魔は彼らをもう一度捕獲したいのである。


だから、試練はわれわれの価値を証明する――われわれが何者なのかを示す――試み、反対、厳しい試練の時の行動の仕方から、われわれが何に耐えられるのかがわかるからである。高い圧力の下でも大丈夫なら、順調な時も大丈夫である。しかし、諸君、順調な時は大丈夫でも、強い北風の中では大丈夫ではないかもしれない。神はわれわれの鋼索の強さをわれわれに知らしめるために、時として激しい強風を送られる。神はシオンの昔ながらの船が航行に適していることをわれわれに見させるために、時としてわれわれを嵐に翻弄させられる。神は時として、われわれを狙う敵をその全軍勢と共に遣わされる。それは、その上に足を下ろして安全に感じられるものをわれわれが持っていることを、われわれが知解できるようになるためである。これによりわれわれは勇気、強い確信、霊の大胆さと勇気を得る。そのおかげで、きわめて恐ろしい姿をした死をものともせずに、神のために戦場を突き進めるのである。


また、反対、困難、試練は、われわれの魂のまどろんでいる機能を目覚めさせ、われわれの内にある最善のものを発達させてくれるので価値がある。もしわれわれに潜在的な力があるなら、もし未発達の機能があるなら、それらのものが発達させられるようわれわれは望むべきである。人生の行程から察するに、神はご自身の民に対して、抑圧を信仰と聖なる働きへの刺激剤とされたように思われる。神は抑圧により、われわれの内にある最善のものを目覚めさせて、人の内にある最も強力な資質を完全に活動させられる。父の古時計の重りが、時計を動かし続けた。重り、重荷、困難のおかげで、われわれは進み続ける。神はわれわれの帆を広げて、強風の中でも航海できるようにしてくれる。われわれの帆は逆風をいっぱいに受けて、われわれは船首を風に向けて進む。そして、きわめて強力な反対に直面しつつ、われわれは勝利へと突き進むのである。


二人の人が困難に直面した。一人は「この山のせいで先に進めない」と言って屈服した。もう一人は「この山は登るためのものである」と言って頂上に登り、遥か遠くの土地を見渡した。神の意図は、われわれに反対するものがみな踏み石に変わることである。われわれが困難を乗り越えることである。反対を受ける時、あなたは戦車に乗り込んで、柔らかいクッションに座り、おとなしくせよ。そうするなら、下僕が扉を開けてあなたを外に出す時、自分が高い地点にいること、体が大きくなって服が着れなくなっていることに、あなたは気づくのである！しかし、もしあなたがその戦車の車輪の下に落ち込むなら、車輪はあなたを押しつぶして痛めつけ、あなたは打ち負かされる。


愛する人よ、乗り込もうではないか。われわれに反対するすべてのものを乗り越えようではないか。われわれに臨むことを神が許されるものはみな、われわれがその山頂から別の山頂に登って勝利へと突き進むためのものであると見なそうではないか。古代パルティア人は、殺した敵の力がことごとく直ちに自分のものになると信じていた。だから、征服した困難から受けるべき力を受け取って、それをわれわれのものにしようではないか。それは、われわれが小人ではなく巨人になるためである。


決して屈服してはならない。決して一時的敗北さえも喫してはならない。この瞬間から、雲が分かれてイエスが来られるまで、われわれは勝利し続けなければならない。神は容易に手が届く所に永続的勝利のための条件を備えてくださった。だから、われわれは台所にいても居間にいても、スラムにいても上流階級にいても、毎瞬勝利することができる。神のために至る所で勝利を得ることができる。ただしそれは、われわれが神に信頼して、備えられている利用可能な資源を用いさえすればの話である。決して恥じたり、混乱したり、困惑したりする必要はない。「主に信頼する人々は決して困惑させられることはない」。ハレルヤ！


また、愛する人よ、われわれの敵や困難や反対の意図は僕となることである。カナンの巨人はイスラエルの糧となるためだった。神は巨人を糧に変えるすべを持っておられた。そうであるからには、われわれのすべての敵、反対、困難を、われわれを助けてくれる友人に変える力を神は持っておられる。イスラエルは束縛から解かれて「ペリシテ人の肩に乗って」故郷に帰る、と預言者は言った。ペリシテ人はイスラエルの敵だった。イスラエルはペリシテ人を乗用馬に変え、それに乗って故郷に帰った。そうであるからには、われわれは困難や反対を乗りこなし、われわれに立ち向かうものをすべて僕にできるにちがいない。悪魔さえも捕まえて、悪魔に自滅用の武器を造らせ、悪魔のいかづちをその頭上に落とすことができるにちがいない。そして、イエス・キリストによりわれわれはこの世、肉、悪魔に打ち勝つことを、悪魔に悟らせることができるにちがいない。


われわれは勝利のうちに自分の棺桶の上に立ち、自分の羽で羽ばたくべきである。そして、われわれはイエス・キリストにより圧倒的な勝利者であることをサタンに理解させるべきである。ああ、なんたる臆病さ！ああ、なんたる卑屈さ！ああ、なんたるもたれよう！ああ、なんとめそめそした、ひ弱な類のキリスト教！神がわれわれをあわれんでくださいますように！今日必要なのは赤子ではなく兵士である。臆病者ではなく英雄である。入院している人々ではなく――そのような人は十分にいる――進んで前線に行く人々である。前線に行って神のために最善を尽くさないかぎり決して満足しない熱血漢を、天の神がわれわれに送ってくださいますように！


われわれの中には僕を雇ったことのない人もいる。しかし、われわれは敵を僕に変えることができる。僕を雇うことはできないが、巨人をビスケットに変えて、われわれを害しようとした人々を餌食にすることができる。私に対して極悪なことを企んだ人々が、私に最大の祝福となった人々だった。私の最大の敵の中には、私の最大の恩人になった人々もいる。人々はそうするつもりはなかったのだが、私を祝福して助けてくれたのである。後になって、彼らはできるものならそれを取り返したいと思ったことだろう。


敵はわれわれの味方であることを、われわれは理解するべきである。なぜなら、「神がわれわれの味方なら、誰がわれわれに敵対しえようか？」。神がわれわれの味方なら、万人がわれわれの味方であり、万事がわれわれの味方である。そして、「主を愛する人には万事が共に働いて益となる」。また、「この軽い艱難はわれわれのために働いて、遥かに卓越した永遠の重い栄光をわれわれにもたらす。われわれは見えるものにではなく、見えないものに目を注ぐ」。どうか神が、見えるものに対してわれわれの目を閉ざし、見えないものに対してわれわれの目を開いてくださいますように。王の麗しさと遥か彼方の故国を見ようではないか。


次に、他の人々が辛い時を過ごしている時でも、われわれは楽しい時を過ごすようになる。この地点に達する時、あなたは自分を蹴飛ばす人に恩義めいたものすら感じるようになる。私はしばしば蹴飛ばされてきたが、振り返って「ありがとう」と言ってきた。私を大いに祝福してくれたのである。致し方ないことである。私を助けてくれるすべての人に、私は恩を感じる。人が全く聖められて聖霊に満たされる時、人々はその人を蹴飛ばすかもしれないが、それはフットボールを蹴る以上の影響をその人に与えない。もちろん、ボールが対応するには数瞬必要だし、聖められた人でも蹴られればそれを感じる。われわれは人々から感覚を取り去る聖潔を宣べ伝えているのではない。聖められた人でも対応するのに数瞬必要だが、次の人に対応する用意がすぐに整う。十分な救いを受けている人々は、蹴飛ばされ、平手打ちされ、虐待されても、常に上機嫌である。なぜなら、蹴飛ばされ、平手打ちされるたびに、彼らの内にある良いものが発達して、さらに優った所にふさわしい者となるからである。


ささやかな迫害を恐れるこの恐れから、神がわれわれを救ってくださいますように。われわれのキリスト教はあまりにも弱々しくて繊細な類のものなので、何の役にも立たない。あまりにも病んでいて、戦いの役に立たない。あまりにも女々しくて、公の場に適さない。あまりにも神経質でめそめそしており、喜ばせるのが難しい。また、神のために何事をなすのにも、あまりにも多くの注目と、弁解と、言い訳を必要とする。聖潔運動の渦中にある場所を訪れても、戦う準備ができていて、戦争のために意気揚々と歩いている人は、聖潔の民の中に十人に一人もいない。戦いが終わったと思うと、たいていの人は安堵の吐息をつく。しかし神は、戦いを要求する思いを私の中に吹き込んでくださった。だから、戦いがある所に生きられないなら、戦いを生じさせることを私はするだろう。もし何かを引き起こすとしたら、私は戦いを引き起こす。シオンで安楽に過ごしている民は、停滞と滅びという特徴をますます帯びるようになることがわかる。神がわれわれを助けて、この種のキリスト教からわれわれを救ってくださいますように。そして、実際の戦争の圧力に耐えうるものをわれわれに与えてくださいますように。困難や反対には、われわれの価値を実証し、神のためのわれわれの働きに役立つわれわれの最善の資質を発達させる効力があるだけでなく、神の資源を用いるようわれわれを駆り立てる効力がある。閉ざされた場所に入る時こそ、天の銀行から大金を引き出す時である。壁に押しつけられる時こそ、五十万ドルの小切手に署名して、天の窓に顔をしっかりと向け、出納係なる御方が私に注意してくれるまでそこにとどまる時である。パウロが言うように「耐えられないほど圧迫されて」いる時こそ、天の資源を最大限に引き出す時である。われわれが大いに引き出すことほど、神が喜ばれることはない。それは、われわれが事業全体の総裁である神に信頼していることを証明する。われわれは王国の無尽蔵の富に信頼する。そこで何が起きても恐れない。ただ大いに引き出すだけである。


過去数ヶ月の間、私は為替手形をいくつか振り出すことを余儀なくされた。振り出すことになるとは夢にも思っていなかった手形である。しかし、ここで今晩、あなたたちに告白しなければならない。手形が速やかに決済されなかった件で、私はこれまで天の銀行に支払いを一度も要求してこなかったのである。神の倉庫はすぐそこにあって、信仰の人が叩くのを待っている。勇敢に神を信じる人は、たちまち貧しい乞食から億万長者になる。そして、信仰のペンをさっと走らせることで、永遠の富を十分に活用して、天の貴族階級に仲間入りする。私はボストンの四百人に属するよりは、むしろ天の貴族に属したい。この世の差し出すものをすべて得るよりは、天の選民の一人になりたい。


われわれの救いは実に素晴らしく、壮大で、驚異的である。そのため、それに文句を言った人はいまだかつてだれもいない。全世界が一度に救われたとしても、天の天使や大天使は余裕である。神がわれわれを目覚めさせてくださいますように。神がわれわれを今の状態からさらに優った状態にもたらさなければならない時でも、私は「アーメン」と言う。母鳥の鷹が子供の鷹に飛ぶことを教えたい時、母鳥は巣を掻き乱す。せっせと綿を取り出して刺を残す。時としてそれが効を奏さないこともあり、大怠け者の若鳥は巣にとどまることを欲する。母鳥は羽ばたいて外に出て模範を示し、若鳥たちに勧め、飛ぶことを試みるよう懇願する。その後、母鳥が巣を引き裂いて、若鳥たちに行動を促すことも珍しくない。もちろん、母鳥は母親としての情を持っていて、若鳥が飛んで落ち始めると、いつでも羽をその下に広げるのである。


母鳥の鷹が巣を引き裂いて綿を取り出すのは、あわれみによる。鳥が巣の中にとどまるのを許されるなら、何の役にも立たなくなり、羽も無駄になることを母鳥は知っているのである。教会の中には、巣の中で座り込んでいる人々が大勢いる。彼らは完全に麻痺していて、ほとんど頭と胃袋で出来ている。神が巣を掻き乱すようなことを送らないかぎり、彼らは決して飛ぶことができない。多くの時、あなたが最も恐れたことは、神があなたを優った場所にもたらすためにあなたの巣を掻き乱すものだったのである。近頃、不穏な状況を感じるが、勇気を出して、私のために何か優ったものが用意されていることを神に感謝することを私は学んだ。


神の御言葉を読むと、ダビデが王として立てられた時、ペリシテ人が彼を攻撃しにやって来た出来事が記されている。ダビデが王になる前は、ペリシテ人はダビデを攻撃しにやって来なかった。なぜか？ダビデは攻撃に値しなかったからである。しかし、彼が王として立てられるやいなや、ペリシテ人は彼を狙ったのである。ペリシテ人がわれわれの周りで轟音を立て、ずかずかと歩き回り、吠え猛るのを耳にする時――それはわれわれがまさに昇進しようとしているのを彼らが聞いたからであると、どうしてわれわれは考えないのか？どうしてわれわれは物事の好ましい面を見ないのか？また、神はわれわれを優った場所、潤った場所、肥沃な場所にもたらそうとしておられると、どうして考えないのか。そこでは干上がることは決してないのである。


決して干上がらない場所に入ることは、われわれに対する大いなる祝福であると私は思う。私はこれまで多くの干上がった教会を訪問してきた。だから、潤った場所に行くのはとても嬉しい。私は天からの火を祈り求めて、最近の冷たい多くの教会を目覚めさせなければならない。「完全な救い、人々に涙を流させる完全な救いのリバイバルを与えてください」と、私は神に祈っている。「教会は後退し、罪人は群れをなして地獄に行こうとしています。この事実のために流す涙を与えてください」と、私は神に祈っている。あなたや私が信じているように、もし人々が地獄に行こうとしているのなら、われわれはそれについて何か言わなければならない。私は地獄の燃えさかる門のところまで罪人たちを追いかけて行き、彼らが中に入ることに抗議するつもりである。神は燃えさかる門から魂を連れ戻して獲得し、彼らを神の軍隊の中に植え付けておられる。


われわれが中に入って、臆病者になったり、めそめそしたり、作り笑いをしたりする代わりに、神に対して真実になるなら、本当に途方もない可能性が拓かれる。聖霊と火のバプテスマによって人々が全く聖められる時、人々はマンネリから抜け出して修理屋から去るようになる。どっちつかずの状態を脱して、悪魔の全軍勢の中を突き進むのに十分な原動力を持つようになる。この力を持たない人は、これを経験していない。私はあなたたちに言いたい。いま話しているこの輝かしい経験を真に経験した人々は、地も地獄も恐れない人々である。一万の悪魔どもも恐れないのである。


この国の聖潔の民を止めることはできない。彼らは至る所で命をかけている。何もしないでいるよりは、むしろ死ぬことを望んでいるからである。何もしないよりは、むしろ宣べ伝えることを望んでいるからである。彼らはこの世で安楽な時を過ごすよりも、むしろ神の御子と共に苦しむことを望んでいる。この世が差し出すものをすべて得ることよりも、むしろ自分に臨む非難にあずかることを望んでいる。この罪深い時代に安楽な時を過ごしている人々は、裁きのときに辛い時を迎えるだろう。この世が地獄に落ちつつあるのに何もしないで座っているなら、かの日狼狽に満たされるだろう。あなたが良しとしてくれるなら、私は今、辛い時を迎えたいのである。今、消耗したいのである。力があるうちに、行って神に仕えたいのである。割れるような頭痛がする時に、宣べ伝えたいのである。だが、決して安楽に座り込みたくない。決して自己憐憫に耽りたくない。決して自分を憐れんだりしたくない。「自分は辛い時を迎えている」等と決して早合点したくない。「後方に下がってもいいですか？」等と決して求めたくない。「私を前線に遣わしてそこにとどまらせてください」と私は神に求めている。愛する人よ、前線にどんな勝利、成功、輝かしい征服があるのか知ってさえいれば、われわれは全員前線に行くことを望んだであろう。


キューバにおける最近の戦争で戦ったラフ・ライダーズ（訳注：アメリカ陸軍の義勇騎兵隊連隊、通称「荒馬乗りたち」）に所属していたトマスは、致命傷を負って毛布の上に横たわっていた。彼の仲間たちはその毛布を持って、彼を向こうの日陰に移そうとした。すると、彼は立ち上がってこう言ったのである、「自分を前線に運ぼうとしているんですよね？前線に運んでください。連中は私の隊長を殺した。前線に運んでください！」。そこで、仲間たちはいくつもの岩石を越え、茨を突き進んで彼を運んだ。通った後には血の筋が残されたが、彼は「前線に向かえ！」と叫び、ついに意識を失って死亡したのだった。


「スクリブナー・マガジン」でこの記事を読んだ時、私は言った。「一介のラフ・ライダーに祖国のためのこのような行為ができたからには、今はクリスチャンたちが自分の痛みや試練を忘れる時である。今は自己憐憫をやめる時である。今は自分の苦しさを忘れて、『前線に向かえ！』と叫び、敵を塵の中に踏みにじって、敵の土塁のてっぺんに血に染まった神の御子の旗を立てる時である」と。神は私の中から臆病な血を最後の一滴まで取り去ってくださった、と私は慎んで信じている。もし臆病な血が一滴でも残っているのがわかれば、私は血管を切り開いてその血を取り出す。いつまでたってもへつらい、駄々をこね、お世辞を言い、人々に迎合し、諸教会に迎合し、牧師たちに迎合し、長老たちや司祭たちに迎合し、金持ちや背高帽をかぶった人や白ネクタイをした人に迎合しているとは、なんたることか！神がわれわれをあわれんでくださいますように。諸君、教会やこの世がわれわれに与えうるあらゆる賛辞よりも、神の御子の微笑みのために尽くすようになる時が来るだろう。


「あなたは人々にわれわれの頭の上を乗り越えさせられた。われわれは火の中、水の中を通った。しかし、あなたはわれわれを豊かな所、潤った所に導き出された」。締めくくりに注目したいのは、この御言葉が述べている二つの要素は自然界の中で最も恐ろしくて破壊的な二つの要素――火と水――だということである。神は人を火の中、水の中でもくぐり抜けさせることができる。そうである以上、神は地獄の門の此岸のどこでもわれわれを保つことができる。われわれは勇敢に神を信じる。何が来ようと関係ない。火や水の及ぼす影響はただ、われわれを潤った所に導き出すことだけである。その所で、かつて以上にわれわれは喜ぶのである。


しかし、聖霊によるバプテスマによって全く聖められないかぎり、決してこの経験を知ることはできない。なぜなら、これだけがわれわれを肉的な性質から解放して、全能なる神に対して絶対的に忠実な者にするからである。だから、今晩話したようなクリスチャンになりたければ、この第二の祝福、このペンテコステ、聖霊によるこのバプテスマを求めて見いださなければならない。臆病者になりたくない人、臆病さから徹底的に解放されたい人、「十字架の兵士と小羊に従う者」になりたい人、神の御子のために生死をかける覚悟のある猛者になりたい人が、今晩この聴衆の中に大勢いると私は信じる。この幸いなバプテスマを受けるなら、われわれはみなそのような人になれる。どんな代価を払っても「勇敢に突き進む決意」を持って歩む覚悟のある人は、今晩ここに何人いるだろうか？


オハイオ州シンシナティでの説教、一八九八年十一月三十日


  



  第十五章 麗しい足


  伝道説教（要請により再掲）
 Pilgrim Holiness Advocate 誌 三十四巻―― 一九五四年十一月二十日 ―― 四十七号


  
    「良きおとずれを伝え、平和を告げる者の足は、山の上にあって、なんと麗しいことだろう。」（イザヤ五二・七）
  


  全く聖められたあたなたちにとって、この偉大な任務は人生をすべて注ぎ込むべき課題である。もし宣教士たちや地の果てまで行く使者たちを生み出さないなら、諸教会や教会の建物を顧みても何になるだろう？宣教士たち、伝道者たち、福音的牧師たちを生み出さないなら、聖書学校や大学を顧みても何になるだろう？世界を福音化することは、われわれの明確な目的、霊的・聖書的な目的である。われわれは政治や改革に召されているのではなく、この史上最大のメッセージを地の果てまで告げることに召されている。まだ伝えられていない人々に伝えるというこの偉大な目的に貢献しないものは、すべて失敗である。われわれの諸教会や学校が言わば完成品を輩出することに失敗する時、あるいは宣教熱の栄光で全く覆われている産物を輩出することに失敗する時、われわれは完全に失敗しているのである。もしわれわれが宣教のために燃えていないなら、あなたやわれわれのだれかが「自分は聖められている」と告白してもそれは全く馬鹿げている。


  平和を告げ、救いを告げる者たちの足は、なんと麗しいことだろう。麗しい足、麗しい道、麗しい試み、麗しい勝利、犠牲的な愛の麗しい模範、なぜなら奉仕の最高の栄光は文句を言わずに犠牲的にささげることだからである。われわれがそこに達することを私は願う。つぶやいたり文句を言わずに苦しんでささげることに優る栄光は何もない。


  あなたはこの御言葉をすでにご存じなので、この教訓で言及されている人々はこれについて語り、祈り、歌っただけでなく、実際に出て行ったのであることを、私は時間をかけて強調したりしない。召しを聞いた人々は大勢いるが、後になって不幸な結婚に召されていると感じて、決して出て行かなかったのである。しなびた生活や砕かれた希望がなんと多くあることか。その原因はすべて、人々がこの実効的な面の中に入り込まず、立ち上がって出て行かなかったことである。


  罪の山々の上に立つ人々の麗しい足についてのこの描写では、山々は険しい事柄、厳しい事柄を連想させる。しかし、もしわれわれが主のものであり、ただ主だけのものなら、この山々は、たとえそれがどこにあったとしても、われわれの嗣業の一部である。厳しい事柄はわれわれをいっそう高貴な経験に導いてくれる。宣教への関心は常に霊性を強め、霊性は常に宣教への関心を増し加える。この山に登るよう、どうか神がわれわれ全員を助けてくださいますように。


  彼方にいる殉教者たちの大軍団に続くのは、麗しい足をしたこの男女の軍団である。この人々の足は罪の山々を踏みしめて平和の福音を告げ知らせたのである。われわれの武勇伝のどれを見ても、罪の山々に登って救いを告げ知らせた宣教士たちの間に見られる素晴らしい栄誉や勇壮さのようなものが生み出されたためしはない。どの国民も自国の英雄を重んじる。そして、彼らが流血の野から帰還すると、驚くほどの愛着を示す。しかし、軍隊生活のどの英雄を見ても、世界を福音化するというこの輝かしい任務を帯びて罪の山々をその足で踏みしめた男女の前では、すっかり色あせざるをえないのである。


  デイビッド・リビングストン、ウィリアム・カーレー、ロバート・モリソン、ガードナー隊長、ジョン・ペイトン、ハニントン司教、他の数千の人々の物語を再び読んでほしい。これらの人々は麗しい栄光の道を造っただけでなく、他のどこにも見られない勇敢な物語を生み出した。もしあなたがこの世か次の世で栄光を探すなら、この偉大な任務の遂行以外のどこにも色あせない栄光は決して見いだせないだろう。ここに真の栄光がある。この世界のこれらの偉大な宣教士たちの数名に会うことを私は熱望しているが、彼らは去って行ってしまった。われわれを凌いで、われわれの遥か先にいる。だから、彼らの輝かしい道を一目でも見るなら、われわれも首尾良くやれるだろう。ここに勇敢な男女たちがいる。彼らはきわめて恐ろしい死を遂げることをも喜び、犠牲や苦難がいかなるものでも、決して不平を言わない人々である。私はウィリアム・クリスティーを思い起こす。彼は宣教基地の女性たちが息を飲んで死を覚悟していた間、何の武器も持たずに、白狼の侵略者の暴徒らを遠くで引き止めたのである。私はアレキサンダーのことも思い起こす。彼の体は小さかったが、その信仰は偉大で、その意志の力は強固だった。彼がハランを開こうとした時、彼は石で打たれ、もみくちゃにされ、その船小屋は焼かれて灰になり、役人たちによってその地域から追い出された。転進できるようになるやいなや、彼はその迫害の場所に戻り、迷信と罪のその地域の真っただ中に聖潔の旗を立てた。どうか神がわれわれを目覚めさせてくださいますように。そして、これは辛い仕事であって、真に献身している者だけが成功するという事実を、われわれに垣間見させてくださいますように。


  オームステッド嬢のことを考えてみよ。彼女はバサール大学の卒業生で、英文学を教える能力に秀で、立派な経歴を持っていたが、御声を聞き、それに応じてインドに行った。ある日のこと、彼女が外で苦しんでいる人を助けていると、岸辺に投げ捨てられて死にかけているヒンズー教徒のやもめを見つけた。彼女はやもめを自分の家に連れて行き、イエスに導いた。ああ、麗しい足、麗しい道、宣教の傑出した、神々しい、栄光の道よ。二、三時間後、かの恐ろしい流行病であるコレラが、このヒンズーの婦人を捕らえた。オームステッド嬢は危険を知りつつ婦人を看病し、共に祈り、婦人が亡くなった時、キリスト教式の葬儀を行った。バサール大学出身のこの教養ある女性が新しく造られた墓に打ち伏すのを見よ。会葬者は彼女だけであり、その後、彼女は自分の小さな家に戻った。二、三時間後、彼女は病んで亡くなり、見知らぬ者たちの手で異邦の地に葬られた。われわれはここに座して、親指をグルグル回しながら無為な時間を過ごしている。どうか偉大な神が今日われわれを助けてくださいますように！


  ジェニー・フラー夫人はオベルリン大学の卒業生で、優秀で、頭が切れ、聡明だった。この土地のどの宣教団体の役員会や講壇も、彼女のおかげで光輝あるものになったにちがいない。だが、彼女は御声を聞き、インドに向けて旅立った。彼女はすぐに立ち上がって向かったのである。彼女はインドで二十年過ごし、その祈りは強力だった。しかし、彼女は日曜学校を一つ受け持っていただけで、生徒の半数は罪人であるだけでなく、他の人々を迷わせようと決意しているように思われた。フラー夫人は助けの必要性を感じた。彼女は私の愛する弟と、個人的友人である、オハイオ州オベルリンのＯ．Ｍ．ブラウンを知っていた。この愛する弟は二つ以上の宣教団の支援を引き受けており、この弟に彼女は手紙を送ったのだった。この手紙は日曜日の晩に弟に届き、弟はそれを自分の書斎に持って行った。この手紙は十分なものであり、弟は祈ることにした。この神の人は、この六人の遊女が回心するという確信を得るまで、決して祈りをやめなかった。弟が祈り終えたのは土曜日の晩の九時であり、インドでは日曜日の朝九時だった。ちょうどその時、日曜学校の生徒たちが集まった。そして、この六人の少女は一人一人フラー夫人のところに真っすぐ歩いて行き、彼女のことを母と呼んで、「私たちは神を欲します」と言って、その朝のその授業で全員回心したのである。この少女たちのうちの四人は現地の説教者の妻になった。


  清純さ以外のあらゆるもので覆われた、小さな、シラミだらけの、汚れた子供を彼女が引き取って、自分の肩マントでその子を包み、自分の家に連れて行って世話するのを見よ。ここで文明と異教、上品さと退廃が邂逅する。彼女を死に導いたのは二十年にわたる過労だった。ああ、十字架の英雄たち、私は彼らの物語を読むのが好きである。彼らについて考えるのが好きである。彼らのために地を祈りで取り巻くのが好きである。


  かの悪名高いイギリス人の強盗であるウッドストックのことを考えてみよ。彼はきわめて大胆な犯罪を試みて何物も恐れなかった。神は、ちょうどあなたたちの中の数人を召されたように、彼を召された。彼はアフリカの中心に行った。彼がジャングルを突き抜け、沼を渡り、ぶどうの木でできた浮き橋で川を横切るのを見よ。彼は三百マイル徒歩で進んで、自分の駐屯地を一周した。死ぬ時に彼はこう言った。「ああ、落ちて行く私の外套を拾ってくれる人が必要だ」。ここには、私の父と同じように宣べ伝えに召された白髪の人々が確かにいる。父は七十歳になるまで真に救われることはなかった。父は生きながらえて八十八歳になったが、数千の人々と同じように自分のチャンスを失ったのである。


  上品なイギリス人の若者であるジョージ・アトレーは、開拓宣教士としてアフリカに召された。ある日のこと、彼は暴徒に直面した。彼は十発の弾が詰まったウィンチェスター・ライフルを身につけていた。彼は立ち上がって、暴徒たちをよくよく見回した。そして、「もし彼らを殺せば、自分の任務は彼らに殺される以上の損害を被ることになる」と決意して、ほふり場に引かれて行く小羊のように進んで行った。彼の遺体が収容された時、彼のライフルも一緒だったが、薬室には弾がすべて詰まっていた。これは本当のことであって御伽話ではない。


  ある宣教士がかつてパサデナにあるわれわれの家に泊まった。彼女は翌朝早く旅立って、数時間後に亡くなった。私は彼女の部屋に入り、そこで両手を上げて子供のように泣いた。彼女はそこにおらず、亡くなって数時間たっていたが、栄光に輝く麗しい道を後に残した。その栄光が本当に大気に満ちていたので、宣教者がその影響を受けて子供のように泣くほどだったのである。あなたは何事かをなしたくないだろうか？この状況に目覚めよ。罪の山々が平野に広々と広がっている事実に目覚めよ。この罪の山々は福音の光の閃きを一つも見たことのない人々で覆われ尽くされているのである。


  



  第十六章 主の御前で聖く義しく


  Pilgrim Holiness Advocate 誌 三十四巻―― 一九五四年十二月十八日 ―― 五十一号


  
    「主の御前に聖く義しく、われわれの生涯のすべての日々に」（ルカ一・七五）
  


  一人の人の魂の救いは、比類なく素晴らしいことである。この宇宙にそのようなことは他に何もない。この素晴らしい救いを受ける人にとって、それは常に新しい人生の始まりである。しかし、救いを保つこと、この救いの完全な力の中を歩むことも、同じように重要である。良い始まり方をするのは素晴らしい。しかし、進み続けて立派な最後を飾ることは無限に優っており、いっそう素晴らしいことである。多くの人は旗をはためかせ、帆に風を受けて、明るい希望と壮大な展望と共に、意気揚々と出発するが、きわめて不名誉な敗北を喫する。神に感謝すべきことに、進み続ける道、前進の道、持続する道、彼岸の国の港に安全に到着する道があるのである。


  帆柱は折れ、帆は紐で結ばれ、旗はなくなった状態で、古い曳航船に引かれて港に入ることと、「いくつもの門を疾走してくぐり抜け、小羊の血に洗われて」高らかに入ることとは別の問題である。綱を投げ捨てて、はためくハンカチと友人や愛する者たちの叫び声の真っただ中で出航することと、荒海に遭遇し、荒れ狂う波浪を渡り、嵐をすべて乗り越えて、永遠の安息の港に立派に首尾良く入ることとは別の問題である。神に感謝すべきことに、これは可能である。


  私は老いることを恐れそうになることがよくあった。あまりにも多くの人が後退し、偏屈で不機嫌になり、一緒に暮らすのが難しくなってしまう。しかし、二、三の老聖徒と接触を持つようになって以来、私は勇気づけられている。少し前に私は八十六歳の一人の老人が立ち上がって、「八十六年間、自分は完全な愛の経験の内に保たれてきた」と震えながら告げるのを見た。それから、その老人が十六歳の少年のように会衆の前で飛び跳ねるのを見た時、「年は関係ない」と私は言った。この人は八十六歳なのに大いに活発で、麗しく、力に満ちていた。それで私の心は喜びで跳ね上がり、私は神に感謝した。人生の黄昏時になっても、このクリスチャンの戦いにおいて、われわれをバラ色の、輝かしい、勝利の旅路から引き離すものは何もない。前進するか後退するかである。前に進むか後に進むかである。進み続けるか澱んだ水たまりになるかである。流れる小川になるか、マラリヤを繁殖させるかである。だから私は、現在のことだけでなく、未来と人生の最後にまで至る全行程についても述べている御言葉を選んだ。ハレルヤ！前進し続けて全く聖められないかぎり、救われた状態を長く維持することはだれにもできない。持っているものを維持する唯一の道は、それに加えることである。神の奉仕に成功する唯一の道は、自分に臨むあらゆる光の中を歩み、神が「あなたにはペンテコステが必要であり、これを求めるべきである」と示される時、それを得て、それによって歩むことである。


  聖潔と全き聖めの経験に入らないことによる二、三の聖書的結果に、あなたたちの注意を引くことにする。第一の結果は、罪を犯しては悔い改める習慣、きわめて危険な習慣に陥ることである。これを長期間続ける人はごく希である。罪を犯すのは容易だが、悔い改めは困難である。罪を犯して悔い改めることを長期間にわたって続ける人はとても少ない。その結果は、もしあなたが生来の罪から解放されないなら、悔い改めずに罪の中に居続けることである。あなたが夜中にひざまずいて神に赦しを求めても、神は赦してくださらない。あなたが悔い改めないかぎり、神は赦してくださらない。あなたが悔い改めないのは、罪を犯すのをやめる見込みがないからである。しかし神の御旨は、あなたが聖霊のバプテスマによって救いと全き聖めを受けることにより切り抜けることである。さもなければ、あなたは道中疲れてしまうだろう。


  六歳の小さな少年を初めて学校に送り出したとしよう。二週間後、あなたが「学校はどうだい？」と少年に尋ねると、少年は「好きじゃない」と答える。「どうして好きじゃないんだい？」。「好きじゃないものは好きじゃない」。「でもジョニー、どうして学校が好きじゃないんだい？」。「ええとね」と少年は答える。「先生が二週間のあいだ僕にＡＢＣをやらせるんだもん。ＡＢＣを習ったのは最初の日で、僕はもうそんなことにはうんざりなんだ」。われわれのすべての諸教会がうんざりしているのも、まさにこれと同じ理由による。説教者たちは教会員たちを初歩的原理にとどめて、乳と水飴を与えているが、教会員たちは何か別のものを求めている。会衆全員がＡＢＣ、ＡＢＣにはうんざりである。また多くの場所で、説教者たち自身もそんなことにはうんざりである。彼らこそ、諸教会が後退した状態にあることを、この国で神に申し開きすべき人々である。


  新聞界を代表するある人が編集しているシカゴ市の主導的新聞の一つは、私がこれまで読んだ中でも最も厳しくシカゴの説教者を批判して、このシカゴの説教者を福音以外のほとんどあらゆる俗事について説教しているとして非難した。そして、この説教者が神に背を向けていることを立証するよう、自分の新聞や他の新聞で率直に告げたのである。不敬虔な新聞が説教壇における罪を非難しなければならない状況にわれわれが至る時、われわれは警戒すべき地点に至っているのである。そして、これに関して最も憂慮すべきは、われわれが警戒していないことである。


  人々は巨人でなければならない時に小人である。サムソンでなければならない時に赤ん坊である。この世に対してへつらい、妥協して、ついには弱々しくなってしまう。進み続けることは可能である。あるいは、巨大な発育過剰の赤ん坊になって座り込み、人々が自分にもっと注意を寄せてくれないからという理由で感情を害することも可能である。こんなめそめそした作り笑いの感傷は全く聖書の宗教ではないことをわれわれが理解するよう、どうか神がわれわれを助けてくださいますように。聖霊は神のために強者、巨人、秀でた性格、堅固な人を造り上げる。赤ん坊であるべき時に赤ん坊でいるのは全く結構なことである。しかし、赤ん坊服よりも大きく成長しないのは悲しいことである。神には巨大な霊的赤ん坊がたくさんいる。この赤ん坊たちはイエス・キリストにあって強者でなければならないのに、ゴム鈴、ブリキのラッパ、ガラガラを持って座り込んでいるのである。


  次に気づいた不幸な結果は、耳が遠くなることである。使徒パウロは言った、「私たちには話すべきことがたくさんありますが、話すのは困難です。あなたたちの耳が遠くなっているからです」。全く聖められそこなうなら、あなたは神の御声に関して混乱することになる。それまで神の御声は明瞭かつ平明だったかもしれないが、悪魔はあなたを混乱・困惑させて、ニュー・イングランドの霧の中に放り込む。雷の音が聞こえる人がいても、それっきりである。「私には御声がわかりません。主だと思う時もあれば、悪魔だと思う時もあります」と言う人もあなたたちの中にいる。あなたたちは自分のペンテコステを受けていない。あなたたちは羊（sheep）ではなく、依然として子羊（lamb）なのである。「わたしの羊（sheep）はわたしの声を知っている」。羊は御声を知っているのである、知っているのである！ペンテコステには人の耳を開く効果がある。あなたが耳にする最も甘美な声は、あなたが全く聖められる時に聞く声である。聖められた群衆は、発せられなかった言葉でも聞くことができる。あなたは自分の説教をぶつ切りにして、未完成のままにしておくこともできる。人々がその説教をあなたのために仕上げてくれるからである。聖められた人々は養うのがとても簡単であり、説教するのがとても簡単である。そのため、彼らは決して飽くことを知らないかのようである。


  私が気づいた、この経験を拒む次の結果は、胃が弱くなることである。「私はあなたたちを肉で養いたかったのに、あなたたちは乳しか飲めませんでした。あなたたちは他の人々を教える教師になっていなければならないのに、まだ教えてもらう必要があります」とパウロはこの教会に言った。聖められていない人々の特徴の一つは、彼らが堅い食物に耐えられないことである。彼らには柔らかい食物が必要である。彼らは弱いからである。聖められた人々は真理全体に直面しても決して尻込みしない。こういうわけで彼らはこの純福音を欲するのである。


  全く聖められないもう一つの結果は、使徒が言うには、不安定さである。「今から後、教えのあらゆる風に翻弄されるような子供であってはなりません」。ある人がやって来て、ある事を宣べ伝えると、あなたたちは「これは良さそうだ」と言うが、また別の人がやって来て正反対のことを宣べ伝えると、あなたたちはそれを受け入れてしまう。だれでもあなたを翻弄することができる。しかし、あなたが聖霊を受ける時、人々がどのように宣べ伝えようが、すべてはあなたに対して真昼のように明らかになる。この経験をしたことはあるが、それを話す方法がわからない説教者がやって来るかもしれないが、あなたにはその説教者がこの経験をしていることがわかる。私は彼らの数人を山々や開拓地で見つけたが、彼らは自分が聖められていることを知らなかった。しかし、彼らはこの経験をしたことがあり、その名を聞くやいなや、「それこそこれです。いつそれを得たか私は知っています」と言ったのである。神に栄光あれ！


  また、聖められそこなうことの悲惨な結果の一つは、あなたが義の御言葉に熟練しないことである。あなたは剣の柄よりはむしろ刃を掴んでしまい、他者にダメージを与えるよりも自分自身を切ってしまうだろう。この国の至る所に、神の剣に熟練していない説教者たちがいる。ペンテコステほどわれわれに天の知恵を与えてくれるものは何もない。一人の子供が全軍を「打ち倒す」のを私は見た。また私は、スラムから引き出された無知な人々、救われて聖霊のバプテスマを受けた人々が、魂の救いのために神の御手の中で力強い道具として用いられるのを見た。


  それから、愛する人よ、この世といちゃついたり、この世に淫らな視線を送るなら、聖められた状態を維持することはできない。多くの男性は、結婚後愛情表現をし続けなかったため、自分の妻の愛情を失ってしまった。聖霊の好意を大事にして、その好き嫌いを学び、聖霊を喜ばすことを求めないなら、われわれは祝福に満ちた聖霊を失う。聖霊にご自分の道を進んでいただくようにするなら、聖霊は永遠にわれわれと共にいてくださる。聖霊をひとりの御方として、また聖潔の創始者として認めそこなうなら、この聖潔の経験を保つことはできない。この恵みを維持するには、第一に神の御言葉を読むことに、次に、雑誌や新聞よりも聖潔の書物、新聞、聖人の伝記を読むことに注意を払わなければならない。福音の真理を自分の中に詰め込んで溢れ流れるようにせよ。そうすれば、聖霊はそれを十分に用いてくださる。多くの人は、有益な結果を生じるところにお金を注ぎ込むべきなのに、自分を満腹にすることや、自分の家を飾ることにお金を注ぎ込んで浪費している。


  「聖く義しく、すべての日々に」。神に感謝せよ！雨の日もあれば曇りの日もある。病の時や、災難の時もある。多くの人々は逆境について不平を鳴らしている。しかし御言葉は言う、「われわれの生涯のすべての日々に」と。状況や環境は関係ないのである。


  



  注記
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